
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
二
十
四
号

(平
成
八
年
三
月
十
八
日
)

役
者
絵
を
読

む

(
四
)

岩

田

秀

行

小

池

章

太

郎

似
顔
と
考
証

似

顔

の
判
別

が

可
能

に
な

る
と
、

演
劇

的
観

点

か
ら

す
れ
ば

過
去

の
役

者

の
容
貌

の
特

徴

が
認
識

で
き
、

ち

ょ
う

ど
写

真
を

見

る

の
と
同
様

に
そ

の
役

者

の
芸
風

を

も
偲
び

得

る
。
し

か

し
、

さ
ら

に
役
者
絵

の
視
点

か
ら

は
、

そ

の
絵

の
年
代

特
定

に
、

似
顔

の
判

別

が
極

め
て
有

効
な

役
割

を
果

た
す

こ
と
と

な
る
。

似
顔

の
考

え
方

を
導

入

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
役

者

絵

の
考

証

に
変

化

が
生

じ
る
例

を
考

え

て

み
た

い
。

図

a
は
、

一
筆
斎

文
調

画

の
細
判

二
枚

続

き

の
役

者
絵

で
あ

る
。
従

来

こ

の
絵

は
、

明
和

八
年

正
月
、

中
村

座

「
堺

町
曾
我

年
代

記
」

に
お
け

る

五
代
目

市
川

団
十
郎

の
五
郎

と

二
代

目
市

川
高

麗
蔵

の
十

郎

と
さ

れ
て
き

た
。
富

士

の
裾

野

に
幔
幕

を

張
り

め
ぐ

ら
せ

て
あ

り
、
松

明
を

持

つ
二
人

が

描

か
れ
、
右

側

の
人
物

に
は
山
形

に
木

瓜
紋

、
着

衣

に
は
千
鳥

の
文
様
、

左

側

の
人
物

の
着

衣

に
は
蝶

の
文
様

が

あ

る
の

で
、

こ
の
絵
が

、
曾

我

の

図a(『 秘蔵浮世絵大観2』 第57図)
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十
郎

と

五
郎

が
富
士

の
裾

野

の
牧
狩

で
工
藤
祐

経
を

狙
う

場
を
描

い
た
も

の
で
あ

る

こ
と
は
問

題

が
な

い
。

ま
た
右

側

の
十
郎

に
は
、
三
升

の
中

に

「
高
」
の
字

の
紋

が
あ

り
、
市

川
高

麗
蔵

で
あ

る
こ
と

も
聞
違

い
な

い
。

問

題

は
左
側

の
五
郎

で
あ

る
。

着
衣

の
右

袖

に
三
升

の
紋

が
見

え

る
た

め
、

こ
れ

を
市

川
団
十

郎

と
考

え
た

の

で
あ

ろ
う

。

一
般
的

に
は
、
三

升

の
紋

だ
け

の
場
合

、
団

十
郎

と
考

え

て
問
題

の
な

い
場
合

が
多

い
が
、
し
か

し
、

市

川

一
門

の
場
合

で
も

三
升

の
紋

だ
け

の
場
合

は
か
な

り
あ

り
、

三
升

の

紋

を
団

十
郎

と
限
定

す

る

の
は
危
険

で
あ

る
。

こ
う

し

た
場
合

は

ど
う
し

て
も
似
顔

を
考

慮

に
入

れ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

左

側

の
五
郎

の
顔

面
部

を
拡

大
し

た

の
が
、
図

b
で
あ

る
。
顔

は
か
な

り
丸

く
描

か

れ
て

い
る
。

図

c
が
、

文
調

画

の
五
代

目
団
十

郎

の
曾
我

の

五
郎

で
あ

る

(『
絵
本

舞
台

扇
』

よ

り
)
。
顔

は
細

長

く
、
鼻

は
非

常

に
高

い
、

目
尻

が
下

が
り
気

味

で
あ

る
。

こ

の
両
者
を

比

べ
て
み
る

と
、
図

b

を
五

代
目

団
十
郎

と

は
、
認

め
難

い
。

図

b

の
顔

は
、

実

は
二
代

目
市

川

八
百
蔵

で
あ

る
。

同

じ
く
、

『
絵
本

舞
台

扇
』
よ
り

文
調

の
描

く

八
百
蔵

を

図

b

(部
分
)

掲
げ

て
み

る

(図

d
)
。

役

ど

こ
ろ
が
十

郎
な

の
で
、
や

や
優

し
く
描

か
れ

て

い
る
が
、

丸

い
顔
立

ち
、

目
尻

の
上

り
具
合

、

そ
し

て
全
体

の
感

じ

が

ま
さ
し

く
同

一
人
物

と

認
定

で
き

る
も

の

で
あ

ろ
う

。

と
な

る
と
、

こ
の

絵

は
、
高

麗
蔵

の
十

郎
、

八
百
蔵

の
五
郎

と

い
う

こ
と

に
な

る
。
文

調

の

作
画

期

に
両
者

が

こ

の
役

で
舞

台

に
出
演

し

た

の
は
、
明

和

五
年

中

村
座

の
春

狂
言

「
筆

始
曾

我
章

」

と
、
明
和

七
年

中
村

座

の
春

狂
言

「
鏡
池

俤

曾
我

」

の
二
度

で
あ

る
。

文
調

は
、

明
和

五
年

正
月

か
ら

一
枚
摺

り

の
役

者

絵

を
描

き
始

め
た

と
考

え
ら

れ
、
明

和

五
年
前

半

の
も

の
は
、

す

べ
て

バ

ッ
ク
が
無

地

で
、

こ

の
よ
う

に
背
景

を
詳

し
く

描

き

こ
ん

で

い
る

も

の

は
存
在

し

な

い
。

そ

し

て
、

こ

の
絵

の
落
款

も
、

明
和

五
年

の
特
色

を
持

っ
て

お
ら
ず

、
従

っ
て
必
然

的

に
こ

の
絵

は
、

明

和
七

年

の
も

の
と
考

え

ら

れ

る
こ

と
と
な

る
。

な

お
、
東
京

国
立

博
物

館

に
も

、
本
図

二
枚

続

き

の
う

ち
左

】
枚

の
み
が
あ

る

が
、
そ
れ

に
は

「明

和

七
寅

夏

曾
我

五
郎

市

川

八
百
蔵

」

の
書

き
入

れ
が
あ

る

(『
東
京

国

立
博
物

館

図
版

目
録

浮
世

絵
版

画
篇

』
第

躍
図
、

昭
和

46
年

、
東

京
美

術
)
。
書

き

入
れ
が

す

べ
て
正

図c『 絵本舞台扇』

(国立国会図書館蔵)

図d『 絵本舞台扇』

(国立国会図書館蔵)
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し

い
と

は
限

ら
な

い
が
、

本
図

を
明

和

七
年

と
す

る
本
稿

の
考

え
方

と
同

一
の
結

果
と

な

っ
て

い
る
。

ま
た
、

こ

の
時
代

、
春

の
曾

我
狂

言

は
四
番

続

き

の
う

ち
、

四
番

目

の
曾
我

の
夜

討

ち
ま

で
演
じ

ら

れ
る

こ
と

は
ほ
と

ん

ど
な

く
、
大

体

が

二
番

目

ま
で

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

大
当

り

と
な
る

と
、

春
狂

言
が

引

き
続
き

、

三
番

目

、

四
番
目

と
出

て
、
最

後

の
仇
討

ち

の
場

が

五
月

二
十

八
日

(兄
弟

の
敵

討
ち

の
日
)

の
曾
我
祭

に

つ
な

が

っ

て
、

春
狂

言
を

舞
納

め

る
と

い
う

慣
例

で
あ

っ
た
。

こ

の
明

和

七
年
も

春

狂
言

「
鏡
池

俤

曾
我
」

が
大

当

り

で
、

二
月

に
二
番

目
中
幕

、

三
月

に
二

番

目

大
詰

め
、

四
月

に
三
番

目
新

狂
言

、

五
月

に

「本

望
宮

祭
礼

栄
」

の

名

題

で
曾
我

祭

を
行

っ
て

い
る
。

明
和

八
年

の
春

狂
言

だ

と
三
番

目
ま

で

は
出
ず

、

四
月

に

「仮

名
手

本
忠

臣
蔵

」

が
出

て
、
曾

我

の
夜
討

ち
ま

で

に
は

至

っ
て

い
な

い
。

よ

っ
て
、

本
図

の
場

面

は
明
和

七
年

五
月

か
ら
出

た
四
番

目

の
内
容

で
あ

り
、

『
歌
舞

妓
年

代
記

』
に
言

う

「十

番
切

」
に
相

当

す

る
も

の
で
あ

る
。

書

き
入
れ

の

「
明
和

七
寅

夏
」

と
す

る

の
も
正

し

い
こ
と

に
な

る
。

以
上

の
こ
と

か
ら
、

従
来

の
明

和

八
年

正

月
と

い
う
考

証

は

一
年

ほ
ど
繰

り
上

が

る
わ
け

で
あ

る
。

既

に
、
高
橋

則

子

「絵

本
番

付

『鏡
池

俤

曾
我

』
に

つ
い
て
」
(
『
浮
世

絵
芸

術
』
鵬
、

平
成

4
年

7
月

)

は
、
本

図
を

明
和

七
年

の

「鏡

池
俤

曾
我

」
の
も

の
と
し

て

い
る
。

な

お
、

文

調
作

品

の
詳

し

い
考

証
方
法

に

つ
い
て
は
、

岩

田
秀
行

二

筆
斎

文
調

役
者

絵
版

画

の
年
代

考

証
法

に

つ
い

て
L

(
『演

劇
研

究
』

19
、

平
成

8
年

3
月
)

を
参

照
さ

れ
た

い
。

続

い
て
、
図

e
に
移

る
。
図

e
は
、
勝

川
春
好

画

の
大
首

絵

で
あ

る
が
、

従
来

こ
れ
は

七
代
目

片

岡
仁
左

衛
門

と

さ
れ

て
き

た
。

そ
れ

は
右
肩

(画

面
向

か

っ
て
左
側

)

に

つ
い
て

い
る
、

丸

に

二
引

の
紋

所

に
よ

る
考

証
な

の

で
あ

ろ
う
。

と

こ
ろ
が
、

こ
の
紋
所

を

つ
け

て

い
る
役
者

は
同

時
期

に

も
う

一
人
存

在

す
る
。

そ

れ
は
浅

尾
為

十
郎

で
あ

る
。

図

f
は
、

春
英

の

描

く
仁

左
衛

門

の
斧
九

太
夫

(寛

政
七

年
、

四
月

都
座

「仮

名
手

本
忠

臣

蔵

」
)
、
図

g
は
、
同
じ

く
春

英

の
描

く
為

十
郎

の
鹿

間
宅

兵
衛

で
あ

る

(寛

図f(『 浮 世絵 聚花13』

第72図 、部 分)

e(慶 応義塾図9(『 浮世 絵 聚 花8』

第107図 、 部分)
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政

元
年
六

月
、

市
村

座

「
太
平

記
忠

臣
講

釈
」
)
。
両
優

と

も
、
丸

い
顔

立

ち
、

ぶ
厚

い
唇

で
大
変

よ
く
似

て

い
る
が

、
仁

左
衛
門

は

下
唇

が
突

き
出

て

い
る

(特

に
歌
川
豊

国

の
絵

で
は

下
唇

が
誇

張
さ

れ

て

い
る
)

の
に
対

し
、
為

十
郎

に
は
そ

れ
が
認

め

ら
れ

な

い
。

ま

た
為
十

郎

は
目
尻

に
二
本

の
皺

が
あ

る
が
、

仁
左

衛
門

に
は
そ

れ
が
認

め

ら
れ
な

い
。

ま
た

、
同

じ

く
丸
顔

な

が
ら
、

仁
左

衛
門

は
鰓

が
張

り
、

下
顎

が
脹

れ
気
味

で
全
体
的

に

口
が
突

き
出

て

い
る

の
に
対

し
、
為

十
郎

は
、
皺

深

い
顔
立

ち
で
、

口

は
突

き
出

て
は

お
ら
ず

、
大

き
く

裂
け

て

い
る
。
こ
れ

ら
を
総

合

す
る

と
、

図

e
の
大
首
絵

は
、
目

尻

の
皺

、

大
き

く
さ

け
た

口
等

、
仁
左

衛
門

と

い

う

よ
り

は
為
十

郎

の
特
色

を
備

え

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。

ま
た

、
本
図

を
仁

左
衛

門

と
出
来

な

い
理
由

が

も
う

一
つ
あ

る
。

そ

れ

は
、

二
人

の
江

戸
滞

在
時

期

の
問
題

で
あ

る
。

片
岡

仁
左

衛
門

は
、
寛

政

六
年

十

一
月

に
江
戸

に
下

り
、

寛
政

九
年

秋

に
名
残

狂
言

を
勤

め

て
上
坂

す

る
。
浅
尾

為
十

郎

は
、

天
明

八
年
十

一
月

に
江

戸

に
下

り
、
寛

政

二
年

秋

が

上
坂

の
名
残

狂
言

と

な

る
。

勝
川

春
好

の

一
枚
摺

作
品

は
、

寛
政

二

年

三
月

以
降

は
確

認
が

む

つ
か
し
く
、

そ

れ
は

お
そ

ら
く
、

こ
の
寛

政

二

年

以

降

が
中

風

症

に

よ

る
断

筆

の
時

期

な

の

で
あ

ろ

う

と
考

え

ら

れ

る

(鳥

居
秀

男

「
勝
川
春

好

の
役
者

団
扇

絵

を
め

ぐ

っ
て
」

『浮

世
絵

芸

術

』
m
、

平
成

6
年

11
月

)
。

こ

の
春
好

の
大
首

絵

の

シ
リ

ー
ズ

は
、

天

明

八
年

と
翌
寛

政
元
年

の
二
年
間

に
わ
た

る
作
画

と
考

え

て
矛
盾

な

く
役
柄

を
考

証

で
き

る
も

の

で
あ

る
。

も

し
本
図

を
仁

左
衛

門

と
す

る
な

ら
ば
、

こ
の

一
枚

だ

け
が
、

四
年

間

も

の
ブ

ラ

ン
ク

の
後

に
ポ

ツ

ン
と
存
在

す

る

こ
と

に
な

っ
て
し

ま
う
。

為
十

郎

な
ら
ば

、

ま
さ

に
、

こ

の
作

画
期

と

し

て
ピ

ッ
タ
リ

と
重
な

る

も

の
で
あ

る
。
な

お
、

本
図

は
着

衣

の
輪

宝

の
文

図h(『TheArtofSurfmono』

FIG.5、 部 分)

図

i

『ま

す

か
が

み
』

(国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

(現龍院蔵)
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様

お
よ
び

背
後

に
チ
ラ

リ
と
見

え

る
刎
襷

か
ら
考

え

て
、

天
明

八
年

十

一

月
市

村
座

「
源
氏
再

興
黄

金
橘

」

に

お
け
る
山

伏
行

満
院

の
可

能
性

も
考

え

ら
れ

る
。
右

に
、

浅
尾

為
十

郎

の
絵

を

二
例

掲
げ

て
お
く
。

図

h
は
、

春
好

画

の
摺
物

で
、

天
明

九
年

正
月

市
村

座

「
恋
便

仮
名

書
曾
我

」

に
お

け

る
鬼

王
新
左

衛
門

で
あ

る
。

図

1
は
、

松
好

斎
半

兵
衛

画

『伍
躑
ま

す

か

が

み
』
(文

化

三
年
)
中

の
も

の
で
あ

る
が

、
本

図

と
同
じ
役

柄

を
演

じ

て

い
る
所

で
あ

ろ
う
。

な

お
、

『原

色
浮

世
絵

大
百

科
事

典

一
』
第

89
図

(昭

和

56
年

、
大

修
館

書
店

)
、
『
浮
世

絵
聚

花

13
』
第

67
図

ロ
ー
ジ

ャ
ー

・
S

・

キ

ー
ズ
氏
解

説

(昭

和

56
年

、

小
学
館

)

は
、

既

に
本

図

を
浅

尾
為
十

郎

と

し

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
例

は
、

お
そ

ら
く
紋

の
み

か
ら
役
者

を
考

え
、

似
顔

に
充

分

な
注
意

が
行

き

届

か
な

か

っ
た
結

果

で
あ

ろ
う
。

役
者
群
像
に
つ
い
て

夕
涼

や
寺

社
参

詣

と

い

っ
た

日
常
風

俗

を
描

い
た
浮

世
絵

の
中

に
、

役

者

を
描

き

こ
ん
だ

も

の
が

か
な

り
存
在

す

る
。
舞

台
図

で
は
な

い
の
で
、

上
演
年

月

と

の
関

係

で
制
作

年

を
決
定

す

る

こ
と
は
出

来

な

い
が

、

そ
こ

に
描

か
れ

た
役
者

達

を
特
定

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
版
画

の
制

作
年

を
絞

り

こ
む

こ
と

が

で
き
る
。

そ
う

し

た
も

の

の
中

で
、

き

わ
め

て
興
味

深

い

一

例

を
次

に
考

え

て
み

る

こ
と

に
す
る
。

図
・ー
は
、

初
代

歌
川

豊
国

画

「
上
野

両
大
師

御
遷

座

之
図

」

の
三
枚
続

き

で
あ

る
。

上
半

分

に
は
、

上
野

両
大
師

の
御
遷
座

が
描

か
れ
、

下
半
分

に
参
詣

の
群
衆

が

描

か
れ

て

い
る
。

そ
し

て
、

こ

の
参

詣

の
群

衆

を
見

て

図 亅「上野両大師御遷座之図」三枚続
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み
る
と

一
人

一
人

そ

の
顔

立

ち

に
大

変
特
色

が

あ

る
。

こ
れ

は

一
般

人

で

は

な
く

て
、
役

者
が

似
顔

姿

で
描

か
れ

て

い
る
と
考

え
ら

れ
よ

う
。

こ

の
図

の
中

央

の

一
枚

の
右
側

に
抱

っ
こ
さ

れ

て
右

手

を
高

く
上
げ

た

赤

ん
坊
が

描

か
れ

て

い
る

(図

k
)
。

こ

の
赤

ん
坊

こ
そ
、

こ

の
絵

の
制

作

年
代

を
解

く
重
要

な

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
も

の

で
あ
る
。

ま

だ
赤

ん
坊

で
あ

る

か
ら
似
顔

と
は
行

か
な

い
が
、

涎

れ
掛

け
を
見

る

と
牡
丹

の
花

び
ら

の

形
を

し

て

い
る
。

ま

た
着
物

は

三
筋
格

子

で
あ

る
。
牡

丹
も

、

三
筋

格

子

も
団
十

郎

に
ち

な
む
文

様

で
あ

り
、

こ

の
赤

ん
坊

が
市

川
家

ゆ

か
り

の
者

で
あ

ろ
う

と
想
像

で
き
る
。

こ

の
赤

ん
坊

の
す
ぐ
前

に
眼
玉

の
ギ

ョ

ロ
リ

と
し

た
顔

の
細
長

い
役
者

が

い
る

(図

1
)
。

こ

の
顔

は

ま
ぎ

れ
も

な
く

七

代

目
市

川
団

十
郎

の
似
顔

で
あ

る
。
歌

川
国
貞

画

『
羅
灘
夏

の
富

士

』

(文

図k(部 分)

図m(部 分)図1(部 分)

政

十
年

)

に
描

か
れ

た
団
十

郎
を

掲
げ

て
お
く

(図

m
、
早

稲

田
大
学

演

劇

博
物

館
蔵

、
ロ
ー5
1

41
)
。
着

衣

も
団
十

郎

を
示

す
文
様

と

な

っ
て
お

り
、

紋

は
松
皮

菱

に
蔦

、
着

物

は
三
筋
格

子
、

返

っ
た
裾

先

か
ら

は
下
着

の
蝙

蝠

の
文
様

が

見
え

、
肩

の
手
拭

は
三
筋

の
線

が
入

る
。

と
な

る
と
、

こ
の

七

代
目

団
十
郎

の
後

の
赤

ん
坊

は

、
七
代

目

の
子

供

で
あ

ろ
う
と
考

え

ら

れ

る
。

七
代

目
団
十

郎

に
長
男

二
代

目
市

川
新

之
助

(後

の
八
代
目

団
十

郎

)
が

誕
生

し
た

の
は
、

文
政

六
年

十
月

五

日

の
こ
と

で
あ

る
。

図

n
は
、

そ

の
出

生

を
祝

し

て
描

か

れ
た

二
代

目
歌
川

国
政

の
絵

で
あ

る
。

冬
牡

丹

つ
ぼ

み
も
出
来

て
新

た
な

る
花

の
顔
見

世
花

の
親

玉

の
狂

歌
が

あ

り
、

「市

川

三
升

二
こ
た
び

男

子
出
産

あ

り

し
を

祝

し

て

豊

国
述

」
と
記

さ

れ

て
い
る
。

間
近

に
控

え

た
顔
見

世

の
暫

の
趣
向

で
、

「
市

川
団
十

郎

」

と

「
悴
市

川
新

之
助

」

を
描

い
て
あ

る
。

ま

た
、
図

0
は
、

五
渡
亭

国

貞
画

の

「木

場
雪

」

と
題

さ
れ

た
三
枚

続

き

で
あ

る
。

文
政

六

年

冬

の
団
十

郎

の
木
場

の
邸

宅

を
描

い
た

も

の
で
、
左

側

に
市
川

男
女

蔵

の
懐

に
抱

か
れ
る

「
団
十

郎
悴
市

川
新

之
助

」

(図

P
)

が
見

え

る
。

画
中

の
尾

上
松

助

は
、
文

政
六
年

十

一
月

に

三
朝

か
ら

松

助

と

な

る
。

よ

っ
て
本

図

は
十

↓
月
以
降

の
制
作

で
あ

る
。

図

q

は
、

や

は
り
団

十
郎

に
抱

か
れ

た

「市

川
新

之
助

」

を
描
く
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図n(『 浮 世 絵大 成10』 第232図)/図qJ図P(部 分)

図

o

「
木
場

雪
」

三
枚
続

(新
藤
茂
氏
蔵
)

が

、
背

後

に

「
二
代
目
海

老

蔵
栢

莚

之
人

形
」

が
あ

る
。

こ

の
矢

の

根

人
形

は
、
「
細

工
人
倉
橋

五
郎

兵

衛

豊
国

父
也

」

と
記
す

よ
う

に
、

人
形

師

で
あ

っ
た
豊

国

の
父
、
倉

橋

五
郎
兵

衛

が
作

っ
た

二
代
目
海

老
蔵

(
二
代
目

団
十
郎

)

の
似
顔

人
形

で
あ

る
。

豊
国

が
、

あ

る
時

団

十

郎

に

こ

れ

を

見

せ

た

と

こ

ろ
、

先
祖

の
似
顔

を
拝

し

た
う

れ

し
さ

に
涙

を
流

し
た

と

い
う

。

そ

」

れ

で
豊

国

は

こ
の
人
形

を
七

代
目

77

に
譲

り
、
市

川
家

の
所

蔵

と
な

っ

た

(
『朝

茶
湯

一
寸

口
切

』
序

、
文

化

九
年

)
。
本

図

は
、
こ
の
大
切

な

人

形
を
飾

っ
て
嗣

子
新

之
助

誕
生

を
祝

う
端

午

の
節
句

の
景

と

み

て

よ

い
で
あ

ろ

う
。
初

代
豊

国

は
、

文
政

八
年

正
月

に
亡

く
な

る
。

文

政

六
年
十

月

に
生

ま
れ
た
新

之
助

の
端
午

の
節
句

を
豊

国
が
描

き
得

た

の
は
、

文
政

七
年

五
月

の

一
度

だ
け

と

い
う

こ
と

に
な

る
。



図

r
は
、

歌
川

豊
重

画

の

「地

顔
春

遊
」

に
描

か

れ
た

「
三
升
忰

新

之

助

」
で
あ

る
。

縁

側

で
子
供

の
新
之

助

に

シ
イ
を

さ
せ

る
三
升

(団
十

郎

)
、

軒

端

の
梅
も

ほ

こ
ろ
び

、
新

之
助

が
手

に
春

駒

の
お
も

ち

ゃ
を
持

っ
て
見

上
げ

る
方
よ

り
、
鶯

が
梅

の
花
弁

を
銜

え

て
身

を
逆

ま

に
飛
び

来

っ
て

い

る
。
役
者

の
日
常
姿

を
描

い
た
も

の

の
な

か
で
も
、

ち

ょ

っ
と
面
白

い
図

柄

で
あ

る
。

豊
重

が

「豊

国
忰

豊
重

画

」
と
落

款

す

る
の
は
、

文
政

八
年

前

半

の
こ
と

で
あ

り
、

こ

の
図
は
必

然
的

に
文

政

八
年
正

月

の
も

の
と

い

う

こ

と

に
な

る
。
新

之
助

も
満

一
歳

を
越

え
、

お
む

つ
も
と

れ
た
様

子

と

し

て
描

か
れ

て

い
る
。

さ

て
、

主
題

図

(図

ー
)

に
帰

り
、

団
十
郎

・
新

之
助

以
外

の
役
者

た

ち

を
特
定

し

て

お
き
た

い
。

団
十
郎

の
後

で
新

之
助

を
抱

く
役
者

(図

s
)

は
、

あ

ま
り
見

掛

け
な

い
顔

で
あ

る
。

羽
織

の
文
様

が
丸

に
二
引

の
立
涌

と

な

っ
て
お

り
、

こ
れ

は
図

e
で
問

題

と
な

っ
た

よ
う

に
浅
尾

か
片

岡

の

紋

で
あ

る
。
文

政
七

年
頃

で
、

こ
の
条
件

に
あ

う
役

者

は
浅
尾
友

蔵

で
あ

る
。

こ
の
友
蔵

は

二
代
目

、
文

政
元

～
九
年

に
江
戸

に
滞

在
す

る
。
図

t

が
男

女
蔵

と

と
も

に
描

か
れ

た
友

蔵

で
あ

る

(文

政

四
年
頃

力
)
。

吊

り
上

が

っ
た
細

い
目

と
下

が

り
気
味

の
細

い
眉

、
細

長

い
顔

は
、
図

s
と

同

一

人
物

と
見

て
問
違

い
な

い
。
こ
の
友
蔵

は
、
「
七

代
目
市

川

団
十
郎

忰
市

川

新
之

助
宮

参
り

の
図

L
(中

村
恵
美

「
八
代

目
団

十
郎

と

そ

の
役

者
絵

」

『浮

世
絵

芸
術

』

田
、
平
成

6
年

11
月

)
に
も
描

か
れ

て

お
り
、

江
戸

滞
在

の
問

は
、
市

川
家

に
世

図s(部 分)

図r「 地顔春遊」図t(た ばこと塩の博物館蔵)
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話

に
な

っ
て

い
た

の

で
あ

ろ
う

。

以
下
、

図

の
右
側

よ

り
、
同

一
人
物

と

思

わ
れ

る
役
者

を

『夏

の
富

士
』

(文
政

十
年

)
と
対

応

さ
せ

て
み

る
。

丸

括
弧

中

に
判
断

の
補

助

と
な

る
そ

の
役
者

に
ち
な

む
文
様

等
を

記
す
。

図

ア

は
嵐
冠

十
郎

、
図

イ

は
四
代

目
坂

東
彦

三
郎

(紋

お
よ
び

着
物

に

九
字

菱
)
、
図

ウ
は

二
代

目
岩
井

粂

三
郎

(紋

お
よ
び

簪

に
丁
字

車
)
、

図

工
は
三
代

目
尾

上
菊

五
郎

(着
物

は
菊

五
郎

格

子
、
下

着

に
光
琳

梅
)
、

図

オ

は

二
代

目
関

三
十
郎

(紋

は
九

ッ
組

木
、

下
着

に
松

葉
散

ら
し

)
、
図

力

は

三
枡
源

之
助

(紋

は
稲

の
丸
、
着

物

は

三

ッ
盛

枡

の
散

ら
し
)
、

図
キ

は

五
代

目
瀬

川
菊

之
丞

(裾

模

様

お
よ
び

簪

に
菊

)
、

図

ク
は

三
代
目

坂
東

三

津
五
郎

(紋

お
よ
び
着

物

に

の
し
菱
、

羽
織

は
松

葉
桜

を
大

の
字

で
構

成

し
た

も

の
)
、
図

ケ

は
五
代

目
岩
井

半

四
郎

(紋

は
丁
字

車
、

帽

子
針

に
三

ッ
扇

、
着
物

の
裾

模
様

は
杜

若
、

羽
織

の
裾

模
様

に
菱

形
入
違

扇

の
連

続

文

様

)
、
図

コ
は
岩
井
紫

若

(紋

が
追

い
扇
)
、
図

サ

は
五
代

目
松
本

幸

四

図ウ

左方の 『夏の富士』は早稲田 図工

大学演劇博物館蔵、ロ15-41
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図サ

図ス

図シ

図セ

左方の 『夏の富士』は早稲田

大学演劇博物館蔵、ロ15-41 一80
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郎

(帯

に
銀
杏

の
葉

の
散

ら

し
文
様

)
、
図

シ

は
五
代

目
市

川
高

麗
蔵

(紋

は

三
升
、
着

物

は
高
麗

屋
縞

、
帯

に
同

じ
く
銀

杏
葉

の
散

ら
し

)
、
図

ス
は

松
本

染

五
郎

(紋

は
四

つ
割
花

菱
、

羽
織

は

四

ッ
花
菱

の
連

続
文

様

、
袖

に

「
染

五
」
の
文
字

)
、
図

セ

は
四
代

目
市

川
宗

三
郎

(前
身

頃

に

「
宗

三
」

の
文
字
)
。
以

上

の
よ
う

な
判
別

と

な

る
。

最
後

の
染

五
郎

と
宗

三
郎

に
は
、
ハ
ッ
キ
リ

と
名
前

の

一
部

が
示

さ
れ
、

そ

の
役
者

を
描

い
た
も

の

で
あ

る

と

の
意

図
が

表
示

さ

れ
て

い
る
。

こ

の

二
人

は
、

他

の
役
者

た

ち

に
比

し

て
著
名

度
が

低

く
、
似

顔
や

文
様

だ
け

で
は

そ
れ
と

理
解

し
難

い
虞
が

あ

る
た

め

の
特

別
措

置

で
あ

る
。
松

本
染

五

郎

は
、

前
名

沢
村

欽
蔵

、
文

政
元

年

三
月
、

松
本

染
五

郎

と
改

め
る
。

ま

た
市

川
宗

三
郎

は
文
政

八
年

十

一
月
、

成

田
屋
宗

兵
衛

と
改

名
す

る
。

『夏

の
富

士
』

に
描

か

れ
る

「惣

三
郎

」

(『
一二
都

俳
優

水
濡

伝
』

に
は
同

一

人

物
を

「
宗

三
郎

」
と

記
す
)

は
、

四
代

目
宗

三
郎

の
子
供

で
五
代

目
宗

三
郎

に
当

た

01
、

既

に
代

替

わ
り

と
な

っ
て

い
る
。

図

セ

に
『
夏

の
富

士
』

の
宗
兵
衛

を

対
置

さ
せ

た

の
は
、

そ

の
た
め

で
あ

る
。

な
お
本

図

の
四
代

目

宗

三
郎

と

『夏

の
富

士
』

の
宗
兵

衛

と

に
は
面
差

し

に
変
化

が
見

ら

れ

る
が
、

四
代

目
宗

三
郎

(
11
宗

兵
衛

)

は
文
政

九
年

に
還

暦

を
迎

え
て

お

り
、

『夏

の
富

士
』
は
本

図

に
比

し

て

一
段

と
老

け

込
ん
だ

様

子
と

し
て
理

解

で
き
よ
う

。

さ

て
、

こ
こ

に
描

か
れ
た

(新

之
助

を
含

ん
だ

)
十

七
人

の
役
者

た

ち

か
ら
本

図

の
制
作
年

代

を
絞

り

こ
む
と

、
上

限
は
新

之
助

誕
生

の
文

政

六

年

十
月

、
下

限

は
尾
上

菊
五
郎

の
上
坂

お

よ
び

市

川
宗

三
郎

の
改
名

以
前

で
あ

る
文
政

八
年

十
月

と
な

る
。

し

か
し
、

さ
ら

に
本

図

の
画
師
初

代
歌

川

豊

国

の
没

年

か
ら
、

下
限

を
文

政

八
年

正

月

と
す

る
こ
と

が

で
き

る
。

た
だ

し
、
豊

国

は
正
月

七

日

に
亡

く
な

る

の
で
、

本
図

の
制
作

は
ど
ん

な

に
遅

く
と

も
暮
頃

ま

で
で
あ

ろ
う

。

ま
た
本

図

の
新
之
助

は
も
う
首

も

す

わ
り
、

手

に
小
槌

の
お
も

ち

ゃ
を

し

っ
か
り

と
握

っ
て

い
る
の

で
、

図

o

「
木
場

雪
」

よ
り

は
後

の
文

政
七
年

に
入

っ
て
以
降

の
画

と
考

え
ら

れ

る
。

な

お
、

こ
の
時
代

の
役

者
群

像

に
は
必
ず

登

場
す

る
市

川
男

女
蔵

と
そ

の

子
供

三
代

目
市

川
門
之

助

が
本
図

に
描

か

れ
て

い
な

い

こ
と
も
気

に
な

る

点

で
あ

る
。

文
政

七
年

前
半

は
、

男
女

蔵

・
門
之

助

と
も

に
中
村
座

に
出

演

し

て

い
る
。
,と

こ
ろ
が
、

門
之

助

が
文
政

七
年

七
月

二
十

七

日

に
亡

く

な

る
。
そ

れ
以
降

男
女

蔵

も
舞
台

を
引

き
、

市
川

惣
代

の
俳

名
を
名

乗

っ

て
市

川
家

の
番
頭

格

を
勤

め

る
よ
う

に
な

る

の
で
あ

る
。
も

し
、
男

女
蔵

・

門
之
助

を
重

視

す
れ
ば

、
本

図

は
文
政

七
年

後
半

の
制

作

と

い
う

こ

と

に

な

る
。
と
こ

ろ
で
、

上
半
分

に
描

か
れ
る
両

大
師

の
視

点

か
ら

も
考

え

て
み
た

い
。

上
野

の
両

大
師

は
御
遷

座

と
称

し

て
毎

月
晦

日

に
、
上

野

三
十
六

坊

の
子

院
を

巡
り

移

っ
た
。

こ

の
図

に
は
爛
漫

と
咲

き
乱

れ

る
桜

の
花
が

描

か

れ
て

い
る

の
で
、

こ

の
御

遷
座

は
、

桜

の
名
所

の
上
野

に
も

っ
と
も

ふ

さ

わ
し

い
、
春

の
桜

の
季
節

の
御

遷
座

を
描

い
た
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

男
女

蔵

・
門
之

助

の
欠

落

を
重
視

す

る
考

え
方

か
ら

す
れ
ば

、

こ

の
桜

は

絵

空

事

と
考
え

ざ

る
を
得

な
く

な

る
。

花

の
名
所

上

野

に
も

っ
と
も

ふ
さ

わ

し

い
景

を
配

し

た
も

の
と
す

る
わ

け

で
あ

る
。

上

野
を
描

い
た
浮
世

絵

を
見

る
と
種

々
の
絵

空
事

が

あ

る

こ
と

を
知

る

(『
浮

世
絵

で
た
ど

る
上

野
』
平
成

5
年

、
上

野
松

坂
屋

)
。
あ

る

い
は
、
本

図

は
元
来

春

の
御
遷

座
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を
描

い
た
も

の

で
、

下
半

分

も
そ

れ

に
ふ
さ

わ
し

い
構
成

の
も

の
に
な

っ

て

い
た

の
を
利

用

し

て
そ

の
役
者

た

ち
を

差
し
替

え

た
も

の
だ

と
す

る
考

え
方

も
成

り
立

つ
か
も
知

れ
な

い
。
成

田

山
参
詣

図

に
も

こ
う

し
た
先

行

の
版

の
利
用

例

が
あ

る

(
『
浮
世
絵

成

田
山

霊
光
館

図
録

第

四
集

』
第

8

図

.
第

9
図

、
昭

和

61
年

、
成

田

山
霊

光
館

)
。

こ

の
考

え
方

の
場

合

、
文
政

七
年

後
半

の

い

つ
か
と

い
う

こ
と

に
な

る

が

、、
こ
の
場
合

は
《

御
遷

座
以

外

の
両
大

師

の
行
事

の
ほ
う
が

ピ

ッ
タ
リ

来

そ
う

で
あ

る
。

ま
ず
第

一
に
考
え

ら

れ
る

の
は
、

十
月

の

「
お
練

り
」

で
あ

ろ
う

。
両

大
師

は
十

月
だ

け
は
御

遷
座

が

な
く
、

両
大

師
像

は
本

坊

に
帰

っ
て
、
十
月

二
日
開
山

堂

に
遷
座

す

る
。

こ
れ
を

「
お
練

り
」

と
称

し
た
。

両
大

師
行

事

の
中

で
は
最

も
盛

大
な

も

の

で
あ

る
。

も
し

、
十

月

な
ら
ば
新

之

助

は
出
生

か
ら

ち

ょ
う
ど
丸

一
年

目

に
あ

た
り
、

両
大

師

へ

の
参

詣

は
納
得

出
来

る
線

と

な

る
。

東
叡

山

の
開
山

慈

眼
大
師

は
家

綱
出

生

の
折
、

安
産

祈
願

を
行

う
。

そ

れ

に
よ
り
家

綱
が

無
事

出
生

し

た
と

こ

ろ

か
ら
、
慈

眼

大
師

を
祀

る
開

山
堂

は

そ
れ

に
あ
や

か

ろ
う
と

す

る
祈

願

者
も

多

か

っ
た

。
も

う

一
つ
の
可
能
性

は
、
新

之
助

の
持

つ
小
槌

、
高

麗

蔵

の
持

つ
矢

か
ら
考

え

て
、

正

月
三

日

の
初

大
師

と

い
う
線

も
考

え
ら

れ

よ
う

か
。

そ

の
場

合

は
、
翌

八
年

春

へ
向

け

て
の
制
作

と

い
う

こ
と

に
な

る
。し

か
し
ま

た
、
男

女
蔵

・
門
之
助

は
偶

々
描

か

れ
な

か

っ
た
だ

け
で
、

特

に
そ

れ
を
重

視

し
な

く

て
も
よ

い
と

す
る
考

え
方

も
成

り
立

つ
で
あ

ろ

う
。

こ
の
場
合

は
桜

の
花

と

の
取
り

合

わ
せ

か
ら
言

え
ば

、

二
月

晦

日

の

御
遷
座

を
描

い
た
も

の

と
な

る
。

こ
の
時
新

之
助

は
約

五

ヶ
月

で
あ

る
。

な

お
ま
た

、
正

月
晦

日

の
新

年

の
御
遷

座

の
可
能

性

も
あ

る
か
も

知

れ
な

い
。
新

春

な

の
で
桜
を

取
り

合

わ
せ
た

と
考

え
れ

ば

よ

い
。

こ

の
場
合
新

之

助
が

四

ヶ
月
足

ら
ず

で
、

や
や
無

理

な
気

も
す

る
が

、
成
長

を

見
越

し

て
の
絵
空

事

と
す

る
考

え
も
成

立

し
よ
う

。
文

政

七
年

正
月
な

の
に
新
之

助

が
成
長

し

た
姿

で
描

か
れ

る
例
も

あ

る

(『
浮

世
絵
芸

術
』
㎜

〈
平
成

5

年

10
月
〉

目
次

頁
図

版
)
。

な

お
、
図

ア
～

セ

の
拡
大

図

で
も

明
ら

か
な

よ
う

に
、
本

図

の
役
者

た

ち

の
顔

は
豊

国

に
し

て
は
稚

拙

な
面
が

認

め
ら

れ
る
。

お

そ
ら
く

、
豊

重

(
二
代

目
豊

国
)
の
助
筆

が
あ

っ
た

こ

と
は
確

か

で
あ

ろ
う
。
特

に
右

一
枚

の
落
款

は

二
代
目
豊

国

の
も

の
に
類
似
的

で
あ

る
。
以

上

の
よ
う

に
、

こ

の
絵

は
種

々
の
問
題

を

孕
ん

で

い
る
が
、

い
ず

れ

に
せ

よ
本
図

の
制

作

は

文
政

七
年

中

に
絞
ら

れ

る

で
あ

ろ
う

。

こ

の
制

作
年

と
し

て
本

図
を

見

る
と
、
新

之

助
以

外

に
も
、
当

時

の
役

者
た

ち

の
興
味
深

い
関

係

を
窺

う

こ
と
が

で
き

る
。

ま
ず
新

之
助

を
連

れ

た
団
十

郎

と
、

や
は

り
長
男

の
高

麗
蔵

を
連

れ

た
幸

四
郎

が
行
き

交
う

よ

う

な
位

置

で
向

か

い
合

っ
て

い
る
。
団

十
郎

は
幸

四
郎

の
娘

を

二
人
ま

で

妻

に
迎

え
な

が
ら

、

い
ず

れ

も
離
縁

を

し
た

。
た

め

に
、
団
十

郎

と
幸

四

.

郎

は

一
時

不
和

に
な

っ
た
ほ

ど

で
あ

る
。

三
番

目

の
妻

に
出
来

た

の
が
、

こ
の
長
男

新
之

助

で
あ

る
。
団

十
郎

・
幸

四
郎

と
も

に
複

雑
な
想

い
が
胸

に
去

来
し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

二
人

の
行

き
会

う
姿

に

は
、

そ

の
よ
う

な

背
景

も
感

じ
ら

れ

る
。

ま

た
、
菊

之

丞
が

団
十
郎

と
少

し
離

れ
、

三
津

五

郎

と

並
ん

で
描

か
れ

て

い
る
。
菊

之
丞

は

か

つ
て
団
十

郎

と
念

友

の
関
係

に
あ

り
、

そ

の
後

三
津

五
郎

と
兄
弟

の
契

り
を
交

わ
す

こ
と

と
な

っ
た
。
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そ
し

て
ち

ょ
う
ど

こ

の
文

政

七
年

頃

か
ら
、
菊

之

丞
は

三
津

五
郎

の
妻

お

伝

と
関

係
を
持

つ
よ
う

に
な

る
。

三
津

五
郎

と
並
び

な

が
ら
振

り
返

る
菊

之

丞
が
何

と
も
微
妙

で
あ
る
。

こ

の
よ
う

に
、
似

顔

が
判

る

こ
と

で
舞

台

図
以
外

の
風
俗
図

に
関

し

て

も

、
そ

の
年
代

を
絞

り

こ
ん

で
ゆ

く

こ
と
が

可
能

に
な

り
、

ま
た
役

者

の

様

々
な

関
係

も
推

測

で
き
る
。

ま

さ

に
、

似
顔

の
も
う

一
つ
の
効
用

と
も

言

う

べ
き
も

の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、

こ
の
新

之
助
誕

生

を
め
ぐ

る

一
連

の

浮

世
絵

出
版

を
眺

め

て

い
る

と
、

ち

ょ
う
ど

現
在

の
有
名

タ

レ
ン
ト
や
宮

中

の
出

産
を

め
ぐ

っ
て
写

真
雑

誌

が
大
騒

ぎ

を
し

て
そ

れ
を
追

い
か
け

る

の
と
何

ら
変

わ
ら

な

い
現
象

で
あ

る

こ
と
が

理
解

で
き

る
。
浮

世
絵

は
芸

術

作
品

で
あ

る
以
前

に
、

当
時

の

マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア

で
あ

っ
た
と

い
う
事図32木 曾之助(服部仁氏蔵)

実
を

よ
く

示

す
も

の
で
あ

ろ
う

。

*

*

*

「
八
犬
伝

犬

の
草
紙

」

も
、
後

半

三
十
枚

目

に
は

い
る
。

図
32

右
第

一
番

木
曾
之
助

(市
川
団
蔵
)

い

そ

う
ち
も
と

杉
倉
木
曾
介
氏
元

(『雪
梅
芳
譚
犬
の
草
紙
』
で
は
杉
浦
五
十
之
助
氏
幹

と
す
る
)
は
堀
口
蔵
人
貞
行

(本
稿

(
一
)
の
図
3
左
第

一
番
)
と
と
も

に
里
見
義
実
の
老
臣
で
、
結
城
落
城
い
ら
い
義
実
股
肱
の
側
近
。
義
実
主

従
は
館
山
領
主
安
西
景
連
を
頼
ろ
う
と
訪
れ
る
が
、
景
連
は
こ
れ
を
容
れ

ず
、
槍
襖

・
矢
襖
を
も
っ
て
迎
え
る
。
城
内
の
廊
下
で
、
堀
口
蔵
人
と
と

や
じ
り

も

に
義

実

の
後

に
従

う
木

曾
介

は

「
三
人

に
過

ざ

る
主
従

へ
、

鏃

の
か

ぶ

あ
つ
も
の

ゆ

つ
る

む
ぎ
な
は

と

の

ら

の
羹

に
弓
弦

の
索
猶

、

異
な

る
饗
応

、

あ

る
じ

の
刀
徐

の
手
料

理

を
、

ま
た
く
亦
復

賞
味

つ
か
ま

つ
ら

ん
」

と
案
内

を
乞

う

て
、
対

面
所

へ
と
入

っ
て

ゆ

く

(肇
輯

巻
之

二
)
。

び
ん
ひ
し
か
わ

頭

は
鬢

菱
皮

、

シ

ッ
チ
ウ

(揉
上
げ

の
誇
張

)
付

の
切

藁
。
後

頭

部

は

参

考
図

11

『
雪
梅
芳

譚

』
初

編

よ

り

(早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

蔵
、

ツ
3
-
1
0
5
)

油

で
固

め
研

ぎ
出

し
た

(油
付

と

称
す

る
)
心

で
、

ツ

ヤ
摺

を

施
す
。

見

馴
れ

ぬ
が
元

結
上

部

は
奉
書

を
巻

い
た

も

の

か
。
元

結

は
太

め

の
奴

元
結

を
用

い
て

い
る
。

眉
尻

か
ら

代
赭
色

の
癇

筋

を
引

く

。
顎

部

に
は
青

黛

で
髭

の
剃

り

痕
。

な
み
た
て

わ
く

裃
は
松
葉
色
地
に
金
糸
の
浪
立
涌
の

す
み
き
り
か
く

織
物
、
紋
は
隅
切
角
に
蔓
柏

(団
蔵
の
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替
紋
、
結
び
柏
に
因
む
)。
黒
の
紋
付
小
袖
に
も
浪
立
浦
文
が
ツ
ヤ
摺
で
入

は
な
だ

っ
て

い
る
。
下
着

は
縹

色

、
赤
襦
袢

(袖

口
に
覗

く
)
、
浅
葱

紐
付

の
白

手

筒
。上

部

の
幔

幕

は
白
地

に
栗
梅
色

で
竜

と
宝

珠
が

描

か
れ

る
。

左
第

一
番

の
森

口

(堀

口
)

に
比
し

て
、

こ

の
役

が
惣

じ

て
敵
役

め

い

た
色
調

に
拵

え
ら

れ

て

い
る

の
は
、

演
者

団
蔵

の

ニ
ン
と
芸
風

に
基

き
、

森

口
役

の
三
代

目
歌

右
衛

門

(玉
助

)

と

の
対

比

を
考
慮

し

て

の
措

置

で

あ

ろ
う
。
右
手

を
懐

中
し

て

い
る

の
は
、
安

西

の
家
臣

に
取

り
囲

ま

れ

て
、

な

お
敵
意

の
な

い
と
こ

ろ
を
示

す
し

ぐ

さ
と
考

え
ら

れ

る

(
『雪
梅

芳

譚
』

初
編

上

10
丁
裏

を
参

照
、
参

考
図

11
)
。

し
ぶ
だ
ん

五
代

目
市

川
団

蔵

は
通
称

「渋

団
」

と

よ
ば

れ
た

ほ
ど

で
、
場

当
り

を

好

ま
ず

、
質

実

で
写
実

性
を
尊

ぶ
芸
風

で
あ

っ
た

。
天

明

八
年

生

ま
れ
、

寛

政
七

年
大

坂
中

の
座

で
初
舞

台

。

は
じ
め
市

川
森

之
助

を
名

の
り
、
市

川
鰕

十
郎

の
門

下

、
の
ち
四
代

目
団

蔵

の
養

子
と
な

り
、
団
三
郎

と

改
名
、

寛
政

十
年

、
養

父

と
と
も

に
江

戸

に
下

り
、

子
供
芝

居

で
由

良

之
助

を
演

じ
好

評

を
得

た
。

い
ら

い
浜
芝

居

で
修

業

。
文
化

十

二
年
、

大

坂
角

の
座

で
市

川
市
紅

と

改
名

、
大
芝

居

へ
復
帰

。

さ
ら

に
文
政

二
年

四
月

、
角

の

座

で
団
蔵

を
襲
名

。
和

事

・
実
事

・
武

道

・
女
方

と
、

さ

ま
ざ

ま
な
役

を

演

じ

人
気
を

高

め
た
。

天
保

四
年

正
月

、
江

戸

に
下
り

、
天
保

十
年

ま

で

七

年
問

滞
留

。

そ

の
間

「
八
陣

」
の
正

清

・
「
琴
責

」
の
阿

古
屋

・
自
来

也

・

島

の
俊
寛

.
盛

綱

・
法
界

坊

・
由
良

之
助

ほ

か

「忠

臣
蔵

」

の
諸

役

・
岩

藤

.
「
千
本

桜

」

の
知

盛

・
「
馬

切
」

の
信
孝

・
「
戻
駕

」

の
与

四
郎

・政

岡

・

仁
木

.
「
国
性
爺

」
の
甘
輝

等

を
演
じ

た
。

八
年

ぶ
り

に
帰

坂
し
、

京

坂

で

活

躍

し
た

が
、
弘

化

二
年

六
月

六
日

に
没
し

た
。
享

年

五
十

八
歳

。
小
柄

で
あ

っ
た

に
も

か
か

わ
ら
ず

、
絶
大

な
演

技
力

と
新

工
夫

で
江

戸

の
観
客

を
感

服

さ

せ
た
。

嘉

永

五
年
十

二
月

改

(改
印

、

「
子
十

二
」
)
σ

絵
草

紙
掛

り
名

主
、
村

田

佐
兵

衛

.衣

笠

房
次
郎

(名

主

双
印
、

「
村

田
」
・
「
衣
笠

」
)
。

彫
師

、
津

下

庄
治

郎

(「
彫
庄

治
」
)
。

図
33

右
第
二
番

神
余
妾
玉
章

(坂
東
し
う
か
)

た
ま
つ
さ

玉
梓

(『雪
梅
芳
譚
』
で
玉
章
と
す
る
)
は
左
二
番
の
山
下
柵
左
衛
門
定

包
に
対
置
さ
れ
る
。
滝
田
の
城
主
神
余
長
狭
介
光
弘
は
威
を
誇
り
、
色
を

す
さ

へ
い
し
よ
う

好
み
酒
に
荒
ん
で
嬖

妾

玉
梓
に
惑
溺
し
、
後
堂
の
内
を
出
ぬ
日
を
送
る
。

神
余
が
佞
臣
山
下
定
包
を
重
用
し
た
た
め
、定
包
は
傍
若
無
人
に
振
舞
い
、

玉
梓
と
通
ず
る
。
神
余
の
忠
臣
金
碗
八
郎
は
君
家

の
累
卵
よ
り
も
危
く
な

っ
た
の
を
見
る
に
忍
び
ず
苦
諌
し
た
が
容
れ
ら
れ
ず
、

一
時
退
身
し
、
五

年
の
問
放
浪
し
て
故
郷
の
土
を
踏
ん
だ
と
き
は
、
す
で
に
神
余
は
枉
死
を

と
げ
、
奸
臣
定
包
が
滝
田
城
主
と
し
て
君
臨
し
、
玉
梓
は
定
包
の
妻
と
な

っ
て
い
た
。

里
見
義
実
は
金
碗
八
郎
の
勧
め
に
よ
っ
て
義
兵
の
旗
を
挙
げ
、
奇
策
を

用
い
て
つ
い
に
滝
田
城
を
陷
し
入
れ
、
婬
婦
玉
梓

は
誅
戮
さ
れ
る
。

頭
は
三
ツ
輪
(側
室
の
髪
型
)、
簑
帽
子
を
掛
け
る
。
上
部
に
鼈
甲
の
前

コ
ゾ
、
同
じ
く
鼈
甲
籍

纛

豐

(し
う
か
の
紋
所
)
紋
付
の
葦
魯
二

本

、
髪

飾

り
は
金

銀

の
花
勝

見
文

、
朱

の
塗
櫛

、

緋
縮
緬

の
根

掛

け
を
掛

け
る
。

」
84
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図33神 余妾玉梓

 

し

ど

け
な

く

前

を

か

き
合

わ

せ

て

い
る
着

付

は

紫

地
牡

丹

散

ら

し
模

様

、
同

じ

く
牡
丹

散

ら
し
模

様

の
赤
襦

袢

(シ
ボ

を
空
摺

す

る
)
、
縹

色
襟

付

。
紅

閨

の
外

に
出

た
傾
国

の
美

女
が
懐

紙

(小

口
に
空
摺

あ
り

)
を
唇

に
銜

え
、

円
窓
こ

し

に
有
明

の
月

を
見

返

っ
た

て

い
で
あ

る
。

背
景

は

円
窓

の
外

に
夜
空

と
庭

園
を

望

む
。
左
方

は
屏
風

の
裏

で
、
縹

色

地

に
鼠
色

で
笹

竜
胆

と
花

勝
見

文
が
描

か
れ

て

い
る
。

初
代

坂
東

し
う

か

は
文
化

十
年

生

ま
れ

の
女
方
。

三
代

目

三
津

五
郎

の

養

子

で
幼
名

玉
之

助
、
文

政

七
年

に
玉

三
郎

と
改
名

。
少

年
時

は

上
方

で

修

業
、

天
保

三
年

に
江
戸

に
下

っ
た
。

天
保
十

年
、

養

父

の
俳

名

に
因

み

秀

歌

と
改

め
た
が

、

の
ち
し

う

か
と
仮
名

に
替

え

た
。

容
貌

は

さ

の
み
す
ぐ

れ
な

か

っ
た
が
、

音
調

に
ひ

い
で
、
舞

台

ぶ
り
も

派
手

で
、

し
ば

し
ば

八
代

目
団
十

郎

の
女
房

役

を
勤

め
、

よ
く
人

気

も
拮

抗

し

た
。
伝

法
肌

の
女

を
演

ず

る
を
得

意

と
し
、
鬼
神

の
お
松

・
女
清
玄

・

橋

本

屋
白
糸

・
「
明
鳥
」
の
浦

里
等

が
当

り
芸

で
あ

っ
た
。

玉
三
郎

時
代

に

ど
う
は
ま

は
五
代

目
菊

之

丞

に
敬

淑

し
、
楽

屋

で
「
泥
浜

」
(
ま
が

い
の
浜
村

屋

の
意

)

と
仇
名

さ

れ
た

(西

田
菫
坡

『俳

優
百

面
相

』
)
。

そ

の
後

の
芸
風

は
三

代

目

門
之

助

に
似

た
と
も

い
わ
れ
た

が
、
嘉

永

以
降

は

五
代
目

半

四
郎

を

意

識

的

に
模

し
た

と
さ

れ
る
。

安
政

二
年

三
月

没
、

享
年

四
十

三
歳
。

嘉
永

五
年

十

二
月
改

(改
印

、

「
子
十

二
」
)
。
絵

草
紙

掛
り
名

主
、

村

田

佐

兵
衛

・
衣
笠

房
次

郎

(名
主

双
印

、

「村

田

」
・
「
衣
笠

」
)
。

彫
師
、

津

下

庄

治
郎

(「
彫
庄

治
」
)
。
落

款

は

「
梅
蝶

楼

国
貞
」
と
楼

号
を
付

し

た
も

の

と
な

っ
て

い
る
。

図
34

右
第
三
番

大
輔
の
母
こ
あ
き

(岩
井
杜
若
)

こ

は
ぎ

濃

萩

(『
雪
梅

芳
譚

』
で
は

こ
あ
き

、
本

目
録

に

ご
は
き

)
は
上

総

の
国

天

羽

郡
関
村

の
百
姓

一
作

の
娘
。

一
作

は
も

と
金

碗
家

に
奉

公

し
た
中

間
。

金
碗

八
郎

が
浪

々
の
身

と
な

っ
て

一
作
を

頼

り
、

し
ぼ

ら
く
旅

寝

の
宿

り

と

し

て

い
る
う

ち
、

ふ

と
し

た
縁

か
ら
娘

濃
萩

と
契

り
を

結
び

、
男

児
を

ち
ゆ
だ
い

出
生

す

る
。

こ

の
子
ど

も
が
金

碗
大
輔

で
、

の
ち

の

・
大

法
師

と
な

る
。

濃
萩

は
大

輔
を

産

み
落

と
す

と
ま
も

な
く

、
産

後

の
肥
立

ち
悪

し
く

死
去

す

る
。
こ

の
濃

萩

は
、

一
作

の
回
顧

談
中

(肇
輯

巻

之

四
)
に
現
れ

る
だ

け

で
、

原
作

で
は
ほ

ん

の
端
役

に
す
ぎ
ず

、
大

太
夫

半

四
郎

を
わ
ず

ら

わ
せ

る
ほ

ど

の
役

ど

こ

ろ
で

は
な

い
が
、

『
雪
梅

芳
譚

』
で
は

一
作

(逸
作

)
の
家

を

一85



図34大 輔 の母 こあ き

世

話
場

の

一
幕

に
構
成

し
、

こ
あ

き
を

賃
機

を
織

る
世

話
女

房

と
し
、

子

か
た

み

ど
も

を
片

三
と
名

づ

け
、

八
郎

と

の
子

別

れ

の
場

面

に
ま

で
拡

大

し

て
絵

組

み
、

脚
色

し

て

い
る
。
参
考

図

12

(『
雪
梅

芳
譚

』
初

編
上

4
丁

裏

・
5

丁

表
)

を
参

照

さ
れ
た

い
。

頭

は
結

び
兵

庫
、

紫

の
簑
帽

子
を

掛

け

る
。

稚
拙

な
結

い
か
た

は
自
分

つ

げ

 の
手

で
結

っ
た

こ
と
を

示
す
。

上

か
ら
立

差
、

黄
楊

の
横

櫛

(横
櫛

に
は

ま

ん
ざ

ら

の
堅
気

で
な

い

ニ
ュ
ア

ン

ス
が
あ

る
)
、

八

ツ
丁
字
菱

(丁

字
紋

は
半

四
郎

の
紋

)
紋

付

の
銀
簪

。

シ
ケ

(愛
嬌

毛
)

の
毛

先
を

切

っ
て

い

る

の
は
時

代
物

の
世

界

で
あ

る

こ
と

の
強

調
。

着

付

は
浅
葱
鼠

と
藍
鼠

の
乱

れ
格

子
縞

、
黒

繻
子
襟

(ツ

ヤ
摺

あ

り
)

付
、

黒
繻

子

の
帯

(同

じ

く

ツ
ヤ
摺
あ

り
)
、

赤
襦

袢
、

麻

の
葉
模

様
中

紫

参考図12『 雪梅芳譚』初篇よ り

(早稲田大学演劇博物館蔵、ツ3-105)

襟

付
。
糸
車

で
糸

を
繰

っ
て

い
る
。

背

後

に
牡
丹

図

の

二

つ
折

り
枕
屏

風

が
見

え

る
。

五
代

目
岩

井
半

四
郎

(杜

若
)

に

つ
い
て

は
、
本
稿

(二
)

の
図

21

(犬

江
親

兵
衛

)

の
く
だ

り

で

先難

餮

肋弊
離

「
子
十

二
」
)
。
絵

草
紙

掛

り
名
主

、

翻
略
轡
遼
鏘

巍

師

、

津
下
庄

治
郎

(
「
彫
庄

治
」
)
。

図
35

左
第
三
番

里
見
息
女
伏
姫

(坂
東
し
う
か
)

伏
姫
は
里
見
義
実
の
息
女
。
幼
少
時
に
安
房
郡
の
洲
崎
明
神
に
詣
で
、

え
ん

じ

げ
ん

役

の
行
者

の
示

顕

に
よ

っ
て

「
仁
義

礼
智

忠
信

孝
悌

」

の
八
字

を
彫

っ
た

水
晶

の
数

珠
を

守

り
と
し

て
授

け
ら

れ
、

美
し

く
成

長
す

る
。
義

実

が
安

西
景

連

に
囲
ま

れ

て
、
危

く
落

城
と

思
わ

れ
た

と
き

、
義
実

は
愛

犬

の
八

房

に
向

か

い
、

「汝

恩

を

知

る
な

ら
ば

敵
将

景

連

の
首

を

啖

い
切

っ
て
来

い
、

恩
賞

に
伏
姫

を
妻

と

し

て
与

え

よ
う
」

と
約

束

す

る
。

八
房

は
果

せ

る

か
な
敵
将

の
首

を
銜

え

て
帰

り
、
里

見

の
軍

は
危
機

を
脱

し
、

つ
い

に

安

西
勢

は
総

崩

れ
と

な
り
、

義
実

は
安

房

の
国
主

に
封

ぜ
ら

れ

る
。
伏

姫

は
父

の
戯

れ
言

を
守

り
、
㌧八
房

に
伴

わ
れ

て
安
房

の
高

峰
富

山

の
奥

深

く
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図35里 見息女伏姫

に
分

け
入

り
、

洞
窟
中

に
あ

っ
て
八

房

に
養

わ

れ
、
法

華
経

八
巻

を
読

誦

は
た

ち

も
と

し

て
日
を

送

っ
た
。
「
姫

は
お
ん
年

二
十

に
満
ず

、
容
顔

固

よ
り

玉
を
欺

く

や
ま
こ
も
り

は
だ

へ

の
こ
ん

…
…
山

居

久

し
う
な

り

て
、
衣
裳

は
垢

つ
き
破

れ
た

れ
ど

も
、
肌

膚

は
残

の
ゆ
き

し
ろ

く
ろ
き
か
み
く
し
け
づ

み
ど
り
の
び
ん
つ
ら

雪

よ

り
皓

く
、
雲

鬢

梳

る
に
由

な
け

れ
ど

も
、
緑

鬢

春
花

よ

り
芳

し
、

細
腰
い
よ
く

痩
て
風
に
堪
ざ
る
柳
の
ご
と
く
、
玉
指
ま
す
く

細
り
て

か
き

な
や
め

た
け
の
こ

つ
ま
び
ら
か

笆

に
悩

る
笋

に
似

た

り
…
。
な

ほ
精

細

に
写

し
出

さ

ん
と
す

る

に
、
筆

渋

い
た
め

あ
り
さ
ま
お
も
ひ
や

 り
心

痛

り
、

当
時

の
光

景
想

像

る

べ
し

」

(第

二
輯

巻

之

一
)
。

あ

る
と

き

一
人

の
草

苅
り
童

が
出

現

し
、

伏
姫

の
懐

妊
を
告

げ

る
。
身

を

穢

さ
ず
清
浄

な
身

で
あ

る
の

に
、

と

い
ぶ
か

る
伏

姫

に
、
神

童

は
物
類

相
感

の
理

に
よ

っ
て

八
房

の
情

に
感

じ
胎

内

に

八
ツ
子

を
身
籠

っ
た

の
で

あ

る

と
説
き
、

い
ず

く

と
も

な
く
姿

を
消

す
。

伏
姫

は

八
房

と
と

も

に
生

参

考

図

13

『
雪
梅

芳
譚

』
四
編

よ

り

(早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
、

ツ
3
-
1
0
5
)

害

せ

ん
と
思

い
き
わ

め
、
今

を

限
り

と

読

経

す
る
声

は

澄

み
わ
た

っ
て
、

松
風

と
和

し
谷
間

に
響

く
。

髪
型

は
下

げ
輪

。
牡

丹

の
銀
簪

を
差

と
き

す
。
衣
裳
は
鴇
色
綸
子
の
振
袖

(雲
形

あ
げ
ま
き

文

の
空
摺

あ

り
)
、
袖

口

に
金
糸

の
総

角

飾

り
。
白

の
下
着

。
赤
襦

袢

、
水
浅

葱

し
ご

き

襟
付
。
紫
の
扱
帯
を
前
で
結
ぶ
。
帯
の

下

に
懐

妊

を
示

す
脹

ら

み
が
見

ら
れ

る
。

襟

に

は
守

り

の
水
晶

の
念

珠
、

紫

の
房
付

。

八
箇

の
数

と
り

の
珠

の
う

ち
、
仁

・
義

・
智

・
信

の
四

つ
が
見

え

て

い
る
。

経
机

か
ら
法
華

経

の

一

巻

(軸

頭
部

は
水

浅
葱

に
ツ
ヤ
慴

を
加

え

て
光

ら
せ

て
あ

る
)
を

と
り

あ

げ

、
読

誦

に
ふ

け
る

て

い
。

『雪
梅

芳

譚
』
に
類
似

の
ポ

ー
ズ

が
あ

る

(参

考

図

13
)
。

背
景

上
部

に
岩

肌
が

描

か
れ
、
岩

屋
内

部

の
設
定

。
空

に
は
月

に
叢
雲

。

右

脇

の
竹

籠

に

は
手

活

の
菊

が
あ

る
。

坂
東

し
う

か

に

つ
い
て

は
先

述

し
た

(図

33

の
項

を
参

照

)
。

嘉

永

五
年

九
月
改

め

(改
印

、

「
子
九
」
)
。
絵

草
紙

掛

り
名
主

、
馬

込
勘

解
由

・浜

弥
兵
衛

(名

主

双
印

、

「馬

込
」
・
「濱

」
)
。

彫
師

、
横

川
竹

次
郎

(
「彫

竹
」
)
。

図
36

右
第
四
番

金
椀
大
助
孝
徳

(嵐
璃
珪
)

か
な
ま
り

金
碗
大
輔
は
金
碗
八
郎
と
濃
萩
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
、
里
見
義
実
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図36金 椀大助孝徳

の
近
習

を
勤

め

て

い
た
。

大
輔

は
安

西
景

連

の
も

と

へ
使

者

に
出

て
、
抑

留

さ
れ

る
う

ち
、
景

連

の
勢

は
滝

田

・
東

条

の
両
城

を
陷

し
入

れ

よ
う

と

重

囲
す

る
。
大

輔

は
使
命

を
果

し
得
ず

、
自

裁

し

て
詫

び

る
機

を
も
失

し
、

時
節

を

待

っ
て
手
柄

を
立

て
帰

参

す
る

べ
く
、

上
総

に
親

族
を

頼

っ
て
身

を
寄

せ

て

い
た
。

や
が

て
伏
姫

が

八
房

に
魅
入

ら

れ
て
富

山

に
伴

わ
れ
た

こ
と
を

耳

に
し
た
大

輔

は
、

八
房
を

撃

ち
殺

し
姫
を

救
出

し
よ

う

と
、

身

て
つ
ぽ
う

支
度

を
整

え
、

用
意

の
鳥

銃
を

ひ

っ
さ
げ

て
富

山

の
奥

へ
分
け

入

る
。

あ

な

た

こ
な
た

と
尋

ね
る
う

ち
、

谷
川

の
向

う

か
ら
、

微

か
な
姫

の
読
経

の

も
や

声

が
聞

こ
え

て
き

た
。
大

輔

は
耳

そ
ば

だ

て
、
靄

立

ち

こ
め

る
対
岸

を
睨

む
。

伏
姫

に
諭

さ

れ
死
出

の
覚

悟
を

し
た

八
房

が
、

谷

に
向

っ
て
歩

を
進

む

か
ひ

て
つ
ぼ
う

ひ
ゴ
か

た
ち
ま
ち

 め

た
と

き
、
「前

面

の
岸

に
鳥
銃

の
筒

音
高

く
響

し

て
、
忽
地

飛
来

る
ニ

ツ

の
ん
ど

は
た

ふ

た
ま

だ

ま

に
、

八
房

は
吭

を
打

れ

て
煙

の
中

に
畷

と
仆

し
、
あ

ま

れ
る
丸

に
伏

あ
つ

姫

も
右

の
乳

の
下
打

破

ら
れ

て
、
苦

と

一
声
叫

び

も
あ

へ
ず
、

経
巻

を
手

も
ち

ふ
し
ま
う

に
拿

な

が
ら
横

ざ

ま

に
転

輾
び

給

ひ

ぬ
L

(第

二
輯
巻

之

二
)
。

重

傷

を
負

っ
た
伏

姫

を
見

る
や
、
敬
馬
い
た
大
輔

は
介

抱

に

つ
と
め

る
が
、

つ

い
に
伏

姫

は

こ
と
切

れ
、
襟

に
掛

け
た

水
晶

の
数

珠

の
う

ち
、

八

つ
の

珠

は

光

を
放

っ
て
八
方

へ
と
散

り

失

せ

る
。

こ

の

こ
と

に
よ

っ
て
大

輔

ち
ゆ
だ
い

は

・
大

と
名
を

改

め
、
出
家

し

て
姫

の
菩
提

を

弔

い
、

の
ち
諸

国
を
遍

歴

し

て
八
犬

士
招

集

の
任
務

を
果

す

こ
と
と

な

る
。

頭

は
短

か

め

の
五

十
日

(現

在

の
結

髪

用
語

と
し

て

は
三
十

日
と

も
称

は

じ

す

る
)
の
弾

き
茶

筌

(袋
付

)
。
筵

織

の
頭
巾

を

う
な

じ

に
脱
ぎ

か
け
、

火

縄

に
火
を

つ
け
、
今

し
も
銃

で
ね
ら

い
を
定

め

ん

と
す

る
と

こ
ろ
。
衣

裳

し

ご

き

は
黒

の
上
着

(
ツ
ヤ
摺

、
裏

は
浅

葱

)
を
両

肌
脱
ぎ

に
す

る
。
紫

の
扱

帯
、

朱
鞘

の
大

小
を

差
す

。
下
着

は
紫

地

に
橘
唐

草

文

(橘

は
嵐

璃
寛

系

の
家

紋
)
、
下

に
素

網

を
着

す
。
袖

口

に
黒

の
ツ
ヤ
摺

が
あ

る
。
背
景

に
富
山

の

深
山
、

松
柏

を
描

き
、

空

に
は
行

鴈

を
見

る
。

え
び
ら

『雪

梅
芳

譚
』

(四
編

下
)

に
、

大
輔

は

「
弓

を
携

へ
箙

を
背

お

ひ
」

と

あ
り
、

原
作

と

は
異

っ
て
、

八
房

を
矢

で
射

殺

す
よ
う

に
描

か
れ
る
。

理

窟

を

い
え
ば

、
鉄

砲
伝

来

は
天
文

十

二
年

(
一
五

四
三

)
、
種

ヶ
島

ヘ
ポ

ル

ト
ガ

ル
人

が
も

た
ら

し
た

の
が
歴

史

の
常
識

で
、

伏
姫

の
死

の
長

祿

二
年

(
一
四
五

八
)
に
は
鉄
砲

は
間

に
あ

い
そ
う

に
な

い
。
煙

草
伝

来

の
年
時

に

は
神
経

を
使

っ
た
馬
琴

に
は
あ

る
ま
じ

き
、

と
考

え

た

の
か
ど
う

か
、

仙

果

・
国

貞

は

い

っ
た

ん
は
弓

矢

に
変

更

し

た
も

の

の
、

本
図

で
は
原
作

ど

お
り

の
鉄
砲

に
も

ど

し

て

い
る
。

弓
矢

だ

と
犬
飼

現

八

に
重
複

す

る

た
め

88



か
も
し
れ
な
い
。

二
代
目
嵐
璃
珪
は
文
化
九
年
大
坂
生
ま
れ
。
幼
名
市
太
郎
、
の
ち
二
代

目
嵐
吉
三
郎
に
入
門
し
、
二
代
目
嵐
芳
三
郎
と
し
て
子
供
芝
居
に
出
演
、

文
政
六
年
、
二
代
目
璃
寛
の
弟
子
と
な
り
京
坂
で
修
業
、
天
保
二
年
冬
、

は
な
の
あ
に
つ
ぼ
み
の
や
つ
ふ
さ

璃
珪
と
改
名
。
天
保
七
年
正
月
、
大
坂
中
の
座

「
花

魁

莟

八

総
」
で
、

師
璃
寛
病
休
の
た
め
、
大
助

・
信
乃
を
代
役
で
演
じ
好
評
を
得
た
。
嘉
永

六
年
二
月
、
江
戸
へ
下
り
河
原
崎
座
で

「操
三
番
叟
」
を
演
じ
大
好
評
を

げ
き

得

た

。
十

一
月

ま

で
滞

留
出

演

し
た

が
、
座

元

と
隙

を
生

じ

て
帰

坂
。

元

お
わ

治
元
年

七

月
、

五
十

三
歳

を
以

て
畢

っ
た
。

立
役

・
女

方

の
双
方

を

よ
く
し

、
あ

ら

ゆ
る
役

を

こ
な
し

た
。

い
わ

ゆ

る
小
手

の
利

く
役

者

で
あ

っ
た
が

、
動

き
過
ぎ

る
と
非

難

さ
れ
た
。

佐
倉

当

吾

.
法

界
坊

・
藤

弥
太

・
「
八
重
霞

」

の
か
し

く

・
お
半

・
お
染

・
信
夫

な

ど

が
当
り

芸
。

早
変

り
や

所
作
事

に
も
秀

で
た
。

嘉
永

五
年

九
月

改
め

(改
印

、

「
子
九

」
)
。
絵

草
紙

掛

り
名
主

、
馬

込
勘

解

由

・浜

弥
兵

衛

(名

主

双
印
、

「
馬

込
」
・
「
濱

」
)
。

彫
師

は
不

明

で
あ
る
。

図
37

左
第
五
番

蚊
牛
和
尚

(嵐
音
八
)

ぶ
ん
ぎ
ゆ
う

き

そ

み

さ
か

ね

ん
げ

蚊

牛
は
吉
蘇
御
坂
付
近
の
山
寺
、
拈
華
庵
の
悪
僧
。

嘉
吉
元
年
五
月
、

た

る

い

美
濃
の
国
垂
井
に
お
い
て
、
足
利
持
氏
の
遺
孤
が
斬
ら
れ
、
忠
臣
大
塚
匠

作
も
と
も

に
殉
じ
て
死
去
し
た
。
そ
の
刑
場
に
、
匠
作
の
子
大
塚
番
作
が

乱
入
し
、
幼
主
と
父
の
首
を
奪
い
去
る
。
番
作
は
ま
だ
前
髪
立
の
十
六
歳

の
少
年
で
あ
っ
た
。
追
手
を
逃
が
れ
て
吉
蘇
の
山
路
を
辿
り
、
浅
手
を
負

う
た
苦
痛
を
こ
ら
え
つ
つ
、
よ
う
や
く
御
坂
の
麓
の
山
寺
を
た
ず
ね
あ
て
、

君
父

の
首

を
墓

所

に
埋

め
る
。
庵

主

を
訪

う
た

が
、

代
り

に
出

て
き

た

の

ひ

と
り

に
は
ち
ば
か
り

ひ
な

は

「
思

ひ
が
け

な
き

一
個

の
女

子
、

そ

の
年

は

可

二
八
、

鄙

に
は
あ

れ
ど

ら
う
た
け

臈

闌

て
、
露

を
含

め

る
野

の
花

の
、
匂

こ

ぼ
る

〉
風
情

」
(第

二
輯
巻

之

三
)

の
少
女

。

そ

の
夜

、

一
宿
を

求

め

て
ふ
と
眼

覚

め
る

と
、
庵

を
留

守

し

て

い
た
主

が
帰

っ
た

の
か
、
男

女

の
声
が

襖
こ

し

に
聞

こ
え

る
。
ど

う

や
ら

破

戒
僧

が
、

か

よ
わ

い
乙
女

に
迫

っ
て

い
る
ら
し

く
、

た

て

つ
け

の
ひ
ず

み
か
ら

事

の
様

子

を
窺

い
見

る

に

「
そ

の
年

四
十

あ
ま

り

の
悪
僧

、
手

に

む
か

す
か

一
挺

の
菜

刀
を

ふ
り
揚

て
、

女
子

に
対

ひ

て
威

し

つ
賺

し

つ
、

い
ふ

こ
と

と
ゴ
め

定

か

に
聞
え

ね
共

、
わ

れ
を
撃

ん
ず

面
魂

、
女

子

は

こ
れ
を
禁

あ

へ
ず
、

み
だ

が
い
し
ん

て
い
た
ら
く

髪

ふ
り
紊

し

て
よ

〉
と
泣

、
害

心
既

に
顕

然

た
る
為

体
」
(同

上
)
、

番
作

は
跳

り
出

で
、

悪
僧

の
包

丁

を
と

り
あ
げ

て
刺

殺

す
る
。

い
が

ぐ
り

頭

は
毬

栗
。

砥
粉

地
、

薄
墨
色

に
顎
を

塗
り

、
代

赭
色

で
目

張

り

・
小

鼻
脇

・
癇

筋
を

引
く

。
首

筋

に
藍

の
蜘

蛛

の
巣

絞
り

の
手
拭

を

巻

き
、
墨

染

の
僧
衣

(裏

緑
)

を
片

肌
脱

い
で
、
出

刃
包

丁

(ツ

ヤ
摺

あ

り
)

を

ふ

さ

や

が
た

り
か
ぶ
り
、

一
方
の
手
で
飛
鳥

(手
束
、
次
掲
)
の
帯

(紗
綾
形
の
緋
鹿

の
子
)
を
引
き
つ
け
て
い
る
。
背
後
は
囲
炉
裏
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
黒
煙
。

三
代
目
嵐
音
八
は
二
代
目
の
子
。
天
明
六
年
生
れ
。
坂
東
三
津
右
衛
門

の
兄
に
あ
た
る
(『古
今
俳
優
似
顔
絵
大
全
』)
。
は
じ
め
嵐
和
三
郎
を
名
の

あ
い
ち
ゆ
う

る
。
中
村
座
の
相

中
と
し
て
端
敵
役
を
勤
め
た
。
眼
立

っ
た
役
で
嘉
永
二

た
か
ね

の
く
も
よ
ろ
こ
び
そ
が

年
正
月
中
村
座

「高
蓉
丘
雲
賀
曾
我
」
の
梶
原
平

次
、
同
年
四
月
同
座

ぜ

ん
せ
い
さ
く
ら

の
い
う
ま
く

「伊
達
旭
盛
桜
彩
幕
」
で
の
修
験
者
願
哲
・横
川
大
蔵
、
同
年
十

一
月
中
村

座

「妹
背
山
」
の
荒
巻
弥
藤
次
等
が
あ
る
。
安
政
元
年
十
二
月
没
、
六
十

九
歳
。

一
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初

代
音

八

い
ら

い
打
続

い
た
副
業

で
あ

っ
た
人
形

町

の
鹿

の
子
餅

の
見

世

は
、

弘
化

の
頃

に
は

す

で
に
断
絶

し

て

い
た

(
『歌

舞
妓

年
代

記
』
)
が
、

本
図

の
音

八
が
引

き
寄

せ
る
帯

が
鹿

の
子
模
様

に
な

っ
て

い
る

の
は
そ

の

縁

に
因

む
と
見

て
よ

い
だ

ろ
う

。

嘉

永

五
年
十

二
月
改

(改
印

、

「
子
十

二
」
)
。

絵
草

紙
掛

り
名

主
、

村

田

佐
兵

衛

・
衣
笠

房
次

郎

(名

主

双
印
、

「
村

田
」
・
「
衣

笠
」
)
。
彫

師
、

津
下

庄
治

郎

(「
彫

庄
治

」
)
。

図

38

右

第

五
番

飛
鳥

(藤

川
花

友
)

た

つ
か

飛
鳥

は
原
作

で
は
手
束

(
『雪

梅
芳

譚
』
に

は
明
日
香

と

す

る
)
。
も

と
御

ゐ
の
た
ん
ざ
ふ

坂
の
住
人
井
丹
三
直
秀
の
娘
で
、
父
は
結
城
落
城
の
お
り
討
死
し
た
が
、尚和牛蚊37図

い
い
な
づ
け

番
作

の
父

匠
作

と

は
父
親

同
士

の
約
束

で
許

婚

の
間

が
ら

で
あ

っ
た

。
母

を
も
失

っ
た
手
束

は
、
父

母

の
菩
提

を
弔

ら
う

た

め
、

こ
の
拈
華

庵

を
訪

う

た
と

こ
ろ

で
あ

っ
た
。

悪
僧
蚊

牛

は
、

い

つ
の
頃

よ
り

か
手
束

に
懸
想

し
、
手

束

を

こ
の
庵

に

一
宿

さ

せ
ん

た
め

に
わ
ざ

と
留

守
を

手
束

に
頼

み
、

夜

ふ
け

て
帰

っ
て
手
束

に
迫

る
。

蚊
牛

を

斬
り
殺

し

た
番
作

は

不
思
議

の
縁

に
驚

き
、

庵

に
は
火

を
放

っ

あ
し
な
え

て
立

ち

の
く
。

こ
れ

よ
り
番

作

は
負
傷

の
た
め

脚
蹇

と
な

っ
た

が
、
手

束

を
妻

と
し

、
世

を
憚

っ
て
大

塚

の
大

の
字

に

一
点

を
加

え

、
犬
塚

姓

を
名

の

っ
て
故

郷
大

塚

へ
と
帰

っ
て
ゆ
く
。

の
ち

に
八
犬

士

の

一
人
犬

塚
信

乃

は
番
作

・
手
束

の
聞

に
生

ま
れ

る

こ
と

に
な

る
。

頭

は
結
綿

の
ガ

ッ
タ
リ

(髷

の
根

の
拔

け
た
状

態

の
称
)
。

羽

二
重

の
鬘

㎜・……

参考図14『 雪梅芳譚』五編より
(早稲田大学演劇博物館蔵、ツ3-105)

で
あ

る
こ
と

が
生

え
際

で
表

現
さ

れ

る
。
掛

け
物

は
緋

縮
緬

、
梅

散

て

が
ら

ほ
ど

ら
し
模
様

の
手
絡
を
解
く
。
同
じ

く
緋
縮
緬

の
前
髪
括
り

(俗
に
い

う
、
狆
こ
ろ
掛
け
)
で
前
髪
の
元

を
括
る
。

着
付
は
浅
葱
鼠
地
花
入
七
宝
繋

ぎ
文
、
裏
は
浅
葱
麻
の
葉
文
、
黒

襟
付
。
赤
襦
袢
、
鴇
色
花
模
様
の

襟
。
右
手
で
解
け
た
帯

(松
葉
色

さ

や

麻
の
葉
鹿

の
子
模
様
、
裏
は
紗
綾

が
た形
緋
鹿
の
子
の
昼
夜
帯
)
を
つ
か
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図38飛 鳥

み
、
上

体
を

反
ら

せ

た
て

い
。
背

後

に
囲
炉
裏

の
煙
が

あ
り
、

左
第

五
番

の
蚊
牛

和
尚

と
連

続
す

る
図
柄

と

な

っ
て

い
る
。

『
雪
梅

芳
譚

』
の
図
柄

を

掲
げ

て
お
く

(参
考

図

14
)
。

三
代

目
花
友

は

二
代

目
藤

川
友
吉

の
子
、
初

名

は
勝

三
郎
。

天
保

九
年

に
父

の
俳

名

を

つ
ぎ

花
友

を
名

の
り
、
弘

化

二
年
十

一
月

、
江

戸
市

村
座

に
下
り
、

い
ら

い
嘉

永

四
年

ま

で
江

戸

に
滞
留

し

た
。
嘉

永

五
年
正

月
帰

坂
、

中

の
座

で
三
代

目
友

吉

を
襲
名

、

の
ち
文

久

三
年

よ
り
荻

野
扇

女
を

名

の
り
、

若
女

方
巻

頭
至

上

々
吉

と
評

さ
れ

た
。
明

治

五
年

没

。

江

戸
滞

在
中

は

し
う

か
も

し
く

は
梅

幸

の
下

風

に
立

ち
、

い
わ

ゆ
る

二

あ
さ
が
お

 枚
目

の
女

方

の
位
置

に
甘

ん
じ

ざ

る
を
得

ず
、

コ
蕣

物
語

L
の
弥

十
郎

女

房
皐

月

・
太
平
次

女
房

お
み
ち
、

「
碁
盤

忠

信
」

の
卿

の
君

・
若
葉

の
内

侍
、

「
阿
波

鳴
門

」
の
奥
方

さ

ゴ
浪
、

「
増
補

四
谷

怪
談

」
の
弥
作

女
房

お

か
や
、

顔

世
御

前
、

「
菅

原
」

の
八
重

・
苅
屋

姫

・
戸

浪
等

、
時

代
世

話

を
問

わ
ず

あ
ら

ゆ

る
役

々
を

こ
な
し

た
。
音

調
下

卑

る
を
短

所

と
す

る
評

も
あ

っ
た

が
、

「白

石

噺
」
で
し
う

か

の
信
夫

を
向

う

に
ま

わ
し

て
宮
城

野
を

勤

め
る

(嘉

永

三
年
十

一
月
市
村

座

)
だ

け

の
実

力

を
持

っ
た
女

方

で
あ

っ
た
。

嘉
永

五
年

十

二
月
改

(改

印
、

「
子
十

二
」
)
。
絵

草
紙

掛

り
名
主

、
村

田

佐

兵
衛

・
衣

笠
房
次

郎

(名

主
双

印
、

「
村

田
」
・
「
衣
笠

」
)
。

彫
師

、
津

下

庄

治
郎

(「
彫
庄

治

」
)
。

な

お
、
落
款

は

』

寿
斎

国
貞

画

L
と
斎
号

を
付

す

。

図
39

左
第
六
番

大
塚
番
作

(森
田
勘
弥
)

大

塚
番

作

は
、
結

城

の
乱

の

の
ち
し
ば

ら

く
は
踪

跡
を

く

ら
ま

し
て

い

た

が
、
放

浪
中

に
め
と

っ
た
手

束

を
連

れ
、
行

歩

ま
ま

な
ら

ぬ
身

と
な

っ

て
郷

里

の
武
州

大
塚

へ
戻

っ
た
。

ひ
き
ろ
く

留

守
中

に
、

姉

の
亀
笹

は
な

ら
ず
者

の
蟇
六

を
引

き

こ
み
夫
婦

と

な

っ

て
い
る
。
蟇

六

は
番
作

の
行

方
知

れ
ず

を
奇

貨

と
し

て
大
塚

姓
を

名

の
り
、

む
ら
お
さ

帯

刀
を
許

さ

れ
て
村

長

に
納

ま

り
、
番

作

が
帰

郷
し

て
も

両
家

は
他

人
以

上

に
疎
遠

と
な

る
。

番
作
夫

婦

に

は
信

乃

と

い
う
男

子
が
生

ま

れ
た
。

蟇

六

は
番
作

が
所
持

す

る
足
利

氏
重

代

の
佩

刀

で
あ

る
村

雨
丸

を

ま
き

あ
げ

、
己

が
栄
達

の
道

具

と
し

よ
う

と
、
さ
ま
ざ

ま
な

奸
策

を
め

ぐ
ら

す
。

番
作

は
艱
難

を

と
も

に
し

た
妻
手

束

に
先
立

た

れ
、
病

の
床

に

つ
い
て
、

先

ゆ
き
信

乃

の
行

末

を
案

じ
、
余
命

い
く
ば

く
も

な

い
自

ら

の
命

を
縮

め
、

や
う
や
く

苦

肉

の
策

に
よ

り
信

乃
を
姉

亀
笹

に
托

そ
う

と

す
る
。
「
わ
が

姉
夫
婦

、
漸
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ま
こ
と

ま
こ
こ
ろ

に
志
を
改

め

て
、
実

に
汝

を
憐

ま
ば

、
汝

も
亦
誠

心

も

て
仕

て
養

育

の
恩

や
ま

ふ
せ

す
べ

み
た

ち

義

に
報

へ
よ
。

又

そ

の
害

心

已
ず
し

て
遂

に
禦

ぐ

に
術
な

く

は
、

宝

刀
を

抱

き

て
速

く
去

れ
。

五
年

七
年
養

る

〉
と
も
汝

は
大

塚
氏

の
嫡
孫

た

り
。

蟇

六
が
職

祿

は
汝
が

祖
父

の
賜

も

の
な

り
。
…

…
長

く
も

あ
ら

ぬ
余
命

を

こ

の
ち
つ
ひ

貪

り
、

こ

の
期

を
過

し

て
後
竟

に
病

の
床

に
息
絶

な
ば

、

伯
母

も
汝

を
養

は
ず

、
宝

刀
も

人

の
手

に
落

て
、
謀

り
し
事

は
画
餅

と
な

ら
ん
L
(第

二
輯

巻

之
五
)

と
、

宝

刀
村
雨

丸
を
抜

き
放

ち
、

す

が

っ
て
留

め

る
信

乃

を
推

う
へ
の
き
ぬ

お
し
は
だ
ぬ

し
伏

せ

「襟

か
き
わ

き

て
袿

衣
、

推

袒

ぎ

て
刃

を
引
拔

き

、
右

の
袂

を
巻

き
つ
さ
き

ひ
き
め
ぐ
ら

そ

え

て
、
氷

な

す

刀
尖
を
腹

へ
ぐ
さ

と
突

立

て
、

こ

》
ろ
静

に
引

遶

せ
」

(同

右
)
自

害

し

て
果

て
る
。

く
し

め

頭

は
櫛

目

(鬘

後
頭

部

の
名
称

、
油

付

と
し

て
研
ぎ

出

さ
ず

、
質

素

な

二
図39大 塚番作

ユ
ァ
ン

ス
を
表

現
)
、
半

々

の
胡
麻

の
惣
髪

で
、

髷

は
吉
右

衛
門

(刷
毛

先

い

ち

立

ち
髷

尻

を
控

え

る
)
。
黒

縮
緬

の
病

い
鉢
巻

(左

に
結

ぶ
)
。

ひ
わ

か
つ

み

中
紫
色
と
鶸
茶
色
勝
見
重
ね
模
様
の
肩
入
れ
の
着
付
を
片
肌
脱
ぐ
。
黄

さ

や

が
た

八
丈

の
下
着

、
襦

袢

は
浅
葱

(紗
綾

形

の

ツ
ヤ
摺

あ
り

)
、
裏

茜
色

、
銀

鼠

襟

付
。

白

の
手
筒

。
鶸

茶
色

の
帯

を
前

で
結

ぶ
。

右
手

に
村

雨
丸

を
拔

き

放

っ
て

い
る
。
本

図

は
右
第

六
番

の
糠

助

(前
号

図

23
参
照

)

に
対
置

さ

れ
る

が
、
糠

助

の
件

り

の
直

前
、

番
作

が
信

乃

に
宝

刀
を

示
し

て
遺

訓

す

る
場
面

に
当

る
。

『雪
梅

芳

譚
』

六
編

11
丁
裏

・
12
丁
表

(参
考

図

15
)

の

部

分
拡

大

と
見

て
よ

い
だ

ろ
う
。

即

ち
本
図

左
方

に
は
、
灯

火

を
掲
げ

て

切

尖

を
見

ま
も

る
信
乃

が

い
る

は
ず

で
あ

る
。

十

一
代
目

森

田
勘
弥

は
前

名

四
代
目

坂
東

三
津

五
郎

、

「
ヨ
イ

三
津

」
の

参考図15『 雪梅芳譚』六編 より

(早稲田大学演劇博物館蔵、ツ3-105)

通
称
で
知
ら
れ
る
。
寛
政
十
二
年

生
ま
れ
、
三
代
目
三
津
五
郎
の
養

子
と
し
て
、
子
役
時
代
か
ら
簔
助

を
名
の
り
、
若
年
時
に
京
坂
で
修

業
し
た
。
文
政
十
年
十

一
月
市
村

座

へ
下
り
、
中
村
座

へ
下

っ
て
き

た
芝
翫
(の
ち
四
代
目
歌
右
衛
門
)

ク
か

く

ち

く

と
角
逐
し
劇
界
に
活
気
を
与
え

た
。
天
保
三
年
三
月
、
四
代
目
三

津
五
郎
を
襲
名
、
天
保
五
年
頃
か

ら
中
風
を
煩
い
、
歩
行
困
難
と
な

っ
た
。
け
だ
し
脚
蹇
の
番
作
に
配

一92一



参考図16「 東 海道五十三次之内 小田原」

(早稲田大学演劇博物館蔵、500-2815)

 

役

を
振

っ
た

趣
向

は
そ

の
当

て

こ
み
と

見

て
よ

か
ろ
う
。

な

お
、

三
代
目

豊

国
画

「
東
海

道

五
十

三
次

之
内

小
田

原
」
で
は
、

飯
沼

勝
五

郎

に
配

さ

れ

て

い
る

(参

考
図

16
)
。

嘉
永

三
年

十

一
月
、

森

田
座

々
主

の
森

田
勘
弥

名

を

つ
ぎ

、
安

政

三
年

五
月
森

田
座

再
興

の
後

は
、

俳
優

名

は
坂
東

是
好

を
名

の
り
座

元
と
兼

任

し
た
。

文
久

三
年

十

一
月
没

、
六

十

二
歳

。

柄

が
大

き
く

、

お
ん
も

り

と
し
た
中

高

な

マ
ス

ク
が
特
徴

。
和

実

と
所

作
事

に
長

じ
、

ま
た

生
世

話
物

も
よ

く
し
、

六
代

目
団

蔵

や
四
代

目
彦

三

郎
を

凌
駕

す

る
実

力

と
人
気

が
あ

っ
た
が
、

病
気

の
た
め
、

充
分

に
驥

足

を
展
ば

し
得

な

か

っ
た
。
当

り
役

に

「洞

ヶ
嶽

」
の
俊

寛
、

「
三
社

」
の
善

玉
、

「
山
帰

り
」
、

「
菅

原
」

の
菅

丞
相

・
梅

王
丸
、

「
夏

祭
」

の
団

七
九
郎

兵

衛
、

「
対

面
」

の
工
藤

等

が
あ

る
。

嘉

永
五

年
十

二
月

改

(
改
印
、

「
子
十

二
」
)
。

絵
草
紙

掛

り
名
主

、
村

田

佐
兵
衛

・衣

笠
房

次
郎

(名

主

双
印
、

「
村

田
」
・
「
衣
笠

」
)
。

彫
師

、
津

下

庄
治
郎

(
「
彫
庄

治
」
)
。

図
40

左
第
七
番

荘
官
蟇
六

(大
谷
友
右
衛
門
)

大
塚

蟇

六
は
信

乃

の
伯
母
亀

笹

の
入
夫

。

番
作

不
在

の

お
り
、
大

塚

の

采

地
を

横
領

し
、
荘

官

と
な

っ
て

い
る
。

蟇

六

も
多
場

面

で
活

躍
す

る
人
物

な

の

で
、

本
図

を

ど

の
場

に
特

定

す

べ
き

か
が
問
題

と

な
る
。

こ
こ

で
は
羽
織

が
裏

返

し

に
描

か
れ

て
い
る

と

こ
ろ

に
着

目

し

て
、

次

の
よ
う

に
読

み
解

い
て

み
た
。

む
ら
お
さ
ひ
き
ろ
く

ひ

が
み

巡
検
に
来
て
村
長
蟇
六
の
家
に
一
泊
し
、
饗
応
を
受
け
た
陣
代
の
簸
上

き
ゆ
う
ろ
く

宮

六
は
、
養

女

の
浜
路

の
艶

容

に
惚

れ

こ
み
、
縁

談
を
持

ち

か
け

る
。
蟇

六

・
亀

笹
夫

婦

は
大
喜

び

す

る
が
、

浜
路

は
言

い
な

づ
け

の
信

乃
を
慕

っ

さ

ら

て
嘆

き
悲

し
む

。
宮

六

の
婿

入

の
当

日
、

浜
路

は
浪

人
左
母

二
郎

に
攫

わ

れ

て
、

つ
い
に
非

業

の
最
期

を

と
げ

る
。

ぬ

る

で

そ

の
夜
、

約
束

ど

お
り
簸

上
宮

六

は
媒
酌

人

の
軍
木

五
倍

二

と
裃

姿

で

乗

り

こ
ん

で
く

る
。
肝

腎

の
花
嫁

が
行
方

不

明
と

あ

っ
て
、
「
あ

る
じ
夫
婦

あ
は
て
ふ
た
め
き

は
今

さ
ら

に
、
周

章

て
せ

ん
す

べ
を

し
ら
ず

」

(第

三
輯
巻

之
五

)
大
狼

狽

で
陳
謝

に

つ
と
め

る
場
面

と
な

る
。

こ

の
く
だ

り
を

『
雪
梅

芳
譚

』

で

は

「
へ

さ

ア
<

大

変
、

婿
殿

が
箱

提
灯

で
ご

ざ

つ
た

く

、

い
や

は

や

こ
れ
は
何

と

し

て
よ

い
で
あ

ら
う
、

の
う
亀

笹

、

お
れ

は
が

た
く

慄

へ

て
き
た
、
そ
り

や

こ
そ
立

派

に
物

ま

う
と
言

つ
た
そ

よ
く

、
ト
う

ろ
く

と

し

て
起

ち

つ
居

つ
。
へ

ゑ

〉
お
前

は
、
袴

の
後
が
捻

れ
て

ゐ
る

の
に
気
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が

つ
か
ぬ

か
、

ま
ア
羽

織
を
ば

着

さ

し
や
り

ま

せ
。

へ

ど

つ
こ

い
こ
れ

は

裏

の
方

だ
。

へ
物

ま
う

く

。
へ

あ

い
く

今

参

り
ま

す
く

L

(『
雪
梅

芳

譚
』

九
編

19
丁

)

と
、

そ

の
さ
ま
を

チ

ャ
リ
場

に
仕

立

て
た
。
婿

入

り

の

一
行

を
式
台

に
出
迎

え

て
、
し

ど

ろ
も
ど

ろ

の
挨

拶

を
し

て

い
る
場

面

と
見

て
よ

い
だ

ろ
う
。

蟇
六

の
手

つ
き

は
踊

り

の
手

で

い
う

「
仰

天
」
。

そ
ろ
ば
ん
じ
り

 頭
は
白
が
ち
胡
麻
、
算
盤
尻
の
小
髷
。
顔
は
砥
の
粉
地
に
薄
墨
で
顎
髭

痕
を
描
く
。

松
葉
色
着
付
。
浅
紫
地
に
花
菱
唐
草
の
下
着
。
刈
安
色
の
襦
袢
、
縹
色

襟
付
。
樺
茶
色
の
帯
。
縹
色
雪
輪
重
ね
模
様

(雪
輪
は
友
右
衛
門
に
因
む

文
様
)、
中
紫
色
裏
付
の
羽
織
を
裏
返
し
に
引

っ
か
け
、
柿
色
の
羽
織
紐
を

結
ば
ず
に
垂
ら
す
。
背
後
は
金
金
具
を
打

っ
た
屏
風
、
黒
枠
に
ツ
ヤ
慴
を

参考図17「 安達元右衛門 三代目大谷友

右衛門 楽猿」(新藤茂氏蔵)

施

し

て
漆

塗

を
表
現

す

る
。
絵

は
波

千
鳥

。

四
代

目
大

谷
友
右

衛
門

は
寛

政

三
年
、
大
坂

生

れ
。
は

じ
め

大
谷
福

蔵
、

の
ち
大
谷

万
作

。

天
保

二
年
十

一
月

、
江

戸
河

原
崎

座

に
下

り
、
師

(
二

代

目
)

の
名
友

右
衛

門

を
名

の
る
。

天
保

六
年

七
月

中
村

座

で

「
天

下
茶

う
わ
さ
の
た
か
ど
の

屋
」

の
安

達

元
右
衛

門
、

七
年

四
月

森

田
座

で

「
八
犬
伝

評
判
楼

閣

」

で

は

こ

の
蟇

六

の
ほ

か
、
馬

加
大

記

・
文
吾

兵
衛

を
演

じ

て

い
る
。

天

保
十

二
年

帰
坂

、
弘

化

二
年
正

月
、

再
び

江
戸

河
原

崎
座

に
下

っ
た
。

ひ
ら
が
た
き

 い
わ

ゆ
る
盤

台
づ

ら

の
容
貌

で
、
憎

々
し

い
平

敵

を
得

意

と
し
た

が
、

親
仁

方
も

こ
な
し

た
。

こ
と

に

「
天

下
茶

屋
」

の
元

右
衛

門

は

「
友

右
衛

門

が
元
右

衛
門

か
、

元
右
衛

門

が
友

右
衛

門

か
」

と
評
判

の
高

い
当

り
芸

で
あ

っ
た
。
錦

昇
堂

版

の
大
首

絵

シ
リ

ー
ズ

に
芳
虎

画

の
友

右
衛

門

の
元
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右
衛

門

が
あ

る

(参
考

図

17
)
。

こ
の
絵

に
三
代

目

と
す

る

の
は
嵐
舎

丸

の

友
右

衛
門

を
数

え

な

い
た
め

で
あ

る
。
文

久
元

年
正

月
没

、
七

十
歳

。

嘉

永

五
年
十

二
月

改

(
改
印
、

「
子
十

二
」
)
。

絵
草

紙
掛

り
名

主
、

村

田

佐
兵

衛

・衣

笠

房
次
郎

(名

主

双
印
、

「
村

田
」
・
「
衣
笠

」
)
。
彫
師

、

津
下

庄
治

郎

(「
彫
庄

治
」
)
。

図
41

左
第
八
番

簸
上
宮
六

(中
村
翫
太
郎
)

簸
上
宮
六
は
大
塚
城
主
大
石
兵
衛
尉
の
陣
代
。
蟇
六
宅
で
養
女
浜
路
を

見
染
め
、
欲
に
つ
ら
れ
た
蟇
六
に
婚
姻
を
申
し
入
れ
る
。
「と
か
く
す
る
程

ゐ

な
か

に
、
十

九

の
日

の
月
高

く

昇

て
、

今

は
や
亥

中

に
な

り
し

か
ば
、

陣
代

簸

な
かだ
ち

つ
れだ
ち

が
り
ま
う
き

お
の
く

上
宮

六
は
媒

妁
軍

木

五
倍

二
と
連

拉

て
、
蟇

六
許

詣
来

に
け
り
。
各

麻

の

つ
け

上
下

な

る
礼
服

を
着

た

れ
ど
も

、

し
の

と
も

り

㈲

潜
び

や

か
な

る
壻

入
な
れ
ば

、
従

ユ

び
と

や
つ

ひ
と
り

し
も
べ

よ

翫

者
を

い
と
窶

し

て
、

一
個

の
奴
隷

編

ツ

ひ
さ
げ

九

、
に

挑

燈

を

引
提

さ

せ

て

先

に
立

襾驫

せ
、
若
党
両
人
、
鯵

嫣
両
人
を
従

講

蟄

輪

峨
隴
せ
た
p
(第
.一

学

こ
の
あ

と
、

心

こ
こ

に
在

ら
ざ

18

大

る
蟇

六
夫
婦

の
狼

狽

ぶ
り

か
ら
、

図

田飜
縫
懲
諜
鬢
P

に
え

す

熱
酢
が
入

っ
て
い
て
飲
ん
だ
宮
六

が

む
せ
返

る

と

い
う
失

態

が
あ

る
な

ど

の
可
笑
味

と

な

る

の
だ

が
、
本

図

お
つ

で
は
ま
だ

玄
関

先

に
佇

っ
て
、

天
下

の

二
枚

目

を
気

ど
り
、

異

に
す

ま
し

こ
ん

で

い
る
と

こ

ろ
で
あ

る
。

頭

は

フ
カ

シ
鬢

(脹

し

た
鬢

を

い
う
。
色

気

の
あ

る

二
枚

目

の
役

ど

こ

ろ

の
鬢

)

の
ミ

ョ
リ

(髷

の
名
称

で
同

じ

く
色
気

あ

る
侍
髷

。

た
と

え
ば

忠

臣

蔵

三

段

目
道

行

の
勘

平

な

ど

が

こ
れ

に
当

る

が
、

こ

こ

で
は

髷

を

大

々
と
滑
稽

に
し

て

い
る
)
。
鬢

・
髷

と
も

に

ツ
ヤ
摺

を
施

す
。

衣
裳

の
肩

衣

は
焦
茶

地
、

香

の
図

と
巻
守

の
段

替

り
文
。
着

付

は
中

紫

色

(
ツ
ヤ
摺

で
裏
梅

唐

草
文

-
成
駒

屋

の
替
紋

に
因
む
)
、
紋

は
鐶

を
七
宝

に
構
成

し
、

中

に
田
字

を
置

き
、

「
鐶
」
に

「
田

」
で
翫

太
郎

を
示

す
。
赤

襦

袢
、

水
浅

葱
襟

。
白

扇
を

持

つ
手
を

袖

口

に
か
く

し
、
左

手

で
衣

紋

を
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を

か

い

つ
く

ろ

い
、

精

一
杯

に
容

子
ぶ

っ
た

て

い
で
あ

る
。

『雪

梅
芳

譚
』

九

編

17
丁
裏

に
、
同

じ

ポ
ー

ズ

の
立

姿

の
宮

六
が
描

か
れ

て
い
る

(参

考

図

18
)
。

背
景

の
八
房

の
梅

は
右
第

八
番

の
図

(次

出
)

に
連
続

す

る
。

中
村

翫
太
郎

は
文

政

元
年
生

れ
。
嘉

永

安
政
頃

に
活
躍

し
、
三
枚
目

敵

・

手

代
敵

を
得
意

と

し
た
。

「
忠

臣
蔵

」
で

い
え
ば

伴
内

・
山
名

次
郎

左
衛

門
、

「
八
陣
」

の
鞠

川
玄

蕃
、

「
妹
背

山
」

の

い
じ

め

の
官

女

と

い

っ
た
役

ど

こ

ろ
。
詳
細

は

不
明
だ

が
、

四
代

目
歌

右
衛

門

の
弟

子

で
あ

っ
た
。
明

治
六

年

三
月

没
、

五
十

六
歳
。

嘉

永

五
年
十

二
月

改

(改
印
、

「
子
十

二
」
)
。

絵
草

紙
掛

り
名

主
、

村
田

佐

兵
衛

・
衣
笠

房
次
郎

(名
主

双
印
、

「
村

田
」
・
「
衣
笠

」
)
。
彫
師

、
津

下

庄

治
郎

(「
彫

庄
治

」
)
。

*

*

訂

正(
二
)

92
頁

上
段

8
行

目

享
年

二
十

七
歳

-
↓
・
享
年

二
十

九
歳

(三
)

45
頁

下
段

後

ろ
か

ら
3
行

目

四
代

目
彦

三
郎

1
↓

五
代

目
彦

三
郎

(三
)

49
頁

上
段

最
終

行

香
蝶

楼

国
貞

i
↓

梅

蝶
楼

国
貞

(三
)

46
頁

図

27

・
47
頁
図

28

キ

ャ
プ

シ

ョ
ン

慶
應

義
塾

三

田

メ
デ

ィ
ア

セ
ン
タ

ー
蔵

-
I
Y
慶

應
義

塾
蔵

ま
た
、

先
号

で
、

服
部

仁
氏

・
国

立
劇

場
よ

り
図

版
掲

載
許

可
を

い
た

だ

き
な

が
ら
、

付
記

に
御

芳
名

を
逸

し

て
し

ま

っ
た
。

お
詫
び
申

し

上
げ

て
訂

正
付
記

さ

せ

て

い
た

だ
く
。

な

お
、
本

稿

(
一
)
で
述

べ
た
後
期

役
者
絵

資

料

と
し

て
は
、

『
國
周

役

者

鑑

』
(昭

和

56
年

、

リ

ッ
カ

ー
美

術
館

)
が
あ

る
.こ
と
を
新

藤
茂

氏

よ
り

御

示
教

い
た
だ

い
た
。

ま

た
、

『東

都
高

名
会

席

尽
』

(昭
和

54
年

、
共

文

社

)

の
記
述

が
落

ち

て

い
た
。
併

せ

て
補

っ
て
お
き

た

い
。

さ
ら

に
、

本

稿

(
一
)
執

筆
後

、
役

者
絵

関
係

資
料

と

し

て
、

服
部

幸
雄

『江

戸

の
芝

居
絵

を
読

む
』
(
平
成

5
年
、

講
談

社
)
、
新
藤

茂

『
五
渡

亭

國
貞
』

(平
成

5
年
、
グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク
社

)、、
『
日
げ
Φ
》
9
0
「
.ω
H
ヨ
餌
ひq
Φ
』
(一
8

♪
日
げ
①
〉
洋

ぎ
ω
葺

暮
①
o
h
O
三
〇
鋤
ひq
o
)
、
「
早
稲

田
大

学
演

劇
博

物
館

所
蔵

芝

居
絵

図

録

」
3

・
4

・
5

の

『忠

臣
蔵

〔下

〕
』
(平
成

4
年

)
、

『前

期
上
方

絵

(上

)
』

(平
成

7
年

)
、

『前

期

上
方
絵

(下
)
』

(平
成

7
年

)
、

中
山

幹
夫

『歌

舞

伎

絵

の
世
界

』

(平
成

7
年

、
東
京

書
籍

)

が
発
行

さ
れ

て

い
る
。

付
記

今
号
で
は
、
「
上
野
両
大
師
御
遷
座
之
図
」
に
関
し

て
、
浦
井
正
明
氏
よ

り
、

ま
た

「
八
犬
伝
犬
の
草
紙
」
錦
絵

に
関
し
て
は
、
服
部
仁
氏

(図
32
)
、
向

井
の
り
子
氏

(図
33
～
図
41
)
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
格
別

の
御
高
配

に
与
か
り
、

御
所
蔵
作
品
を
精
査
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ

た
い
。
ま
た
、
慈
眼
大
師

に

つ
い
て
は
浦
井
正
明
氏
よ
り
、
門
之
助

の
死
お

よ
び
豊
重

の
補
筆

に
つ
い
て
は
新
藤
茂
氏
よ
り
、
鬘
に
関
し
て
は
谷
川
秀
雄
氏

よ
り
御
教
示
を
い
た
だ

い
た
。

な
お
ま
た
、
図
版

の
掲
載
に
関
し
て
、
向
井

の
り
子
氏
、
新
藤
茂
氏
、
服
部
仁

氏
、
東
叡
山
現
龍
院
、
た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
、
慶
應
義
塾
大
学

三
田
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
i
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書
館

よ
り
御
許
可
を

い
た
だ

い
た
。
併
せ

て
御
厚
礼
申
し
上
げ

る
。

皿
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